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「考え、行動する人材」を育成します。
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ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科
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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



西日本豪雨災害募金袋

学生団体に助成金を贈呈する江田理事長 助成金の目録贈呈
佐藤 筑波大学副学長（左）　江田 茗渓会理事長（右）

（P.3 ～ 8 参照）

特 集 茗渓・筑波産業人倶楽部発会式

筑波大学の学生活動に助成金で支援　（P.11 ～ 13 参照）



（P.16～17参照）

受講風景 藤原保明先生

来賓挨拶　佐藤筑波大学副学長 江田昌佑理事長の挨拶

追
悼
の
つ
ど
い

平
成
30
年
9
月
1
日（
土
）

於
茗
渓
会
館

一般社団法人 茗渓会「追悼のつどい」

公開講座　藤原保明先生
藤原教授の英語のはなし　第17弾
「英語の所有表現に挑む！」

（P.9 参照）
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百
名
余
が
参
会
、
盛
大
に
発
会
式
開
か
れ
る

高
野
力
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
会
は
、
西
日
本
豪
雨

の
被
災
者
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
本
会
の
理
事
で
も
あ
る
筑
波
大

学
の
佐
藤
忍
副
学
長
お
よ
び
笹
の
ぶ
え
全
高
長
会
長
か
ら
の
祝
辞

の
後
に
、
江
田
昌
佑
理
事
長
の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

 

 



































































筑
波
大
学
の
卒
業
生
は
、
東
京
教
育
大
学
以
前
の
卒
業
生
が

研
究
や
教
育
の
分
野
に
進
む
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

産
業
界
に
進
む
方
が
大
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
界
に
太
い
パ
イ
プ
の
あ
る
他
の
大
学

に
比
べ
て
、
産
業
界
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
先
輩
の
い
な
い
筑
波

大
学
の
卒
業
生
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
自

ら
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
、
わ
が
国
の
産
業
界

で
も
、
古
い
伝
統
や
し
き
た
り
を
打
ち
破
り
、
世
界
に
通
じ
る

新
し
い
発
想
の
仕
事
の
あ
り
方
や
新
し
い
商
品（
コ
ン
テ
ン
ツ
）

の
開
発
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、⽛
未
来
を
構
想
す
る
大

学
⽜
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
筑
波
大
学
の
卒
業
生
に
と
っ
て
、

大
き
く
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。筑

波
大
学
の
創
立
当
時
の
卒
業
生
が
定
年
を
迎
え
る
年
代
に

な
っ
て
き
て
、
各
企
業
で
相
応
の
地
位
に
就
い
て
い
た
り
、
後

輩
に
配
慮
す
る
余
裕
が
で
き
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
仕
事
は
人
と
の
つ
な
が
り
で
な
さ
れ
る
面
が
あ
る
こ

と
や
、
異
業
種
の
方
々
と
の
交
流
が
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

契
機
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
今
回
の
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人

倶
楽
部
⽜（
以
下
、⽛
産
業
人
倶
楽
部
⽜
と
記
す
。）
の
発
足
は
、

大
き
な
可
能
性
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
猛
暑
の

中
110
人
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
⚗
月
22
日
(日
)に
茗
渓
会
館

で
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。



江
田
昌
佑
理
事
長
の
基
調
講
演

本
日
、
こ
こ
に
新
し
く
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
発
会

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
参
会
の
皆
様
と
共

に
心
か
ら
の
お
祝
い
と
敬
意
を
捧
げ
ま
す
。

先
ず
初
め
に
、
こ
の
会
の
設
立
に
つ
き
ま
し
て
、
具
体
的
に

事
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
関
係
機
関
及
び
関
係
各
位
に
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
⚑
年
半
に
亘
り
ま
し

て
の
本
会
理
事
会
の
組
織
委
員
会
、
茗
渓
経
済
ク
ラ
ブ
、
筑
波

み
ら
い
の
会
等
の
熱
心
な
協
議
、
更
に
筑
波
大
学
事
業
開
発
推

進
室
の
協
力
を
得
た
こ
と
な
ど
は
特
記
さ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
、
私
に
は
⽛
茗
渓
・
産
業
人
倶
楽
部
に
期
待
す
る
⽜
と

の
演
題
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
私
が
日
頃
考
え
て
お
り
ま
す
思

い
の
一
端
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
責
を
果
た
し
た
い
所
存

で
す
。

茗
渓
会
は
、
平
成
28
年
⚑
月
ʠ
新
法
人
発
足
⚓
年
を
経
過
し

て
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
⽜ʡ
を
策
定
し
、
今
後
の
運
営

の
基
本
大
綱
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
茗
渓
会
が
創
基
150
年
を
迎
え
る
中
で
、

東
京
教
育
大
学
以
前
の
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
職
場
に
は
茗
渓

会
が
あ
り
、
教
育
界
全
体
に
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
充
実
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
総
合
大
学
で
あ
る
筑
波
大
学
卒
業
生
は
多
彩
な
業

界
に
進
出
し
て
、
現
在
で
は
多
く
の
人
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
窓
会
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
必
ず
し
も
十
分

と
は
い
え
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

前
述
の
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
の
中
で
、
こ
の
課
題
に
つ

い
て
申
し
上
げ
る
と
、
教
育
以
外
の
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
、
教

育
界
以
外
の
業
界
で
の
自
立
的
な
同
窓
の
活
動
を
支
援
し
、
連

携
を
深
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
産
業
界
を
中
心
と
し
た
情
報

交
換
等
の
互
助
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
、
関
係
者
の
協
力
を

得
て
、
検
討
、
協
議
を
重
ね
て
参
っ
た
も
の
で
す
。

平
成
30
年
⚓
月
の
理
事
会
で
、
産
業
界
を
中
心
と
し
た
新
し

い
中
核
的
な
組
織
ʠ
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
ʡ
の
設
立
が

決
定
さ
れ
た
経
緯
で
あ
り
ま
す
。

人
類
の
文
明
の
歴
史
の
中

で
、
多
く
は
交
易
の
地
で
そ
の

華
が
開
い
た
事
実
が
あ
り
ま

す
。
多
様
な
人
々
と
の
交
流
が

進
歩
・
発
展
、
或
い
は
創
造
の

源
泉
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
を
情

報
交
換
の
互
助
事
業
の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

育
て
進
展
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
期
待
は
…
。

そ
こ
で
、
こ
の
産
業
人
倶
楽
部
設
立
に
献
身
的
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
お
二
人
の
賢
人
、
わ
れ
わ
れ
が
敬
愛
す
る
実
業
家
お

二
人
の
示
唆
に
富
ん
だ
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。

⽛
企
業
で
働
く
同
窓
生
に
対
す
る
茗
渓
会
の
役
割
り
と
題
し

て
⽝
同
窓
生
は
様
ざ
ま
の
異
な
る
企
業
や
組
織
で
働
い
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
同
窓
生
が
何
人
か
集
ま
れ
ば
自
ら
異
業
種
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
。
異
業
種
交
流
の
良
い
と
こ
ろ
は
価
値
観
が

異
な
り
、
役
職
が
異
な
り
、
喜
び
、
な
や
み
等
が
異
な
る
者
が

語
り
合
い
、
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
野

を
広
げ
、
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ

う
な
場
を
容
易
に
作
れ
る
の
は
同
窓
会
で
す
。
茗
渓
会
の
各
地

域
組
織
等
が
意
識
し
て
そ
の
よ
う
な
場
を
作
れ
ば
、
同
窓
生
に

活
力
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
同
窓
生
が
そ
の
場
に

臨
む
意
欲
と
行
動
力
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。⽞⽜

も
う
一
人
の
賢
人
の
言
葉
は
、

⽝
こ
れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
若
い
人
達
に
は
、
い
わ
ゆ
る
知

的
偏
差
値
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
な
偏
差
値
の
高
さ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ス
キ
ル
（
仕
事
の

し
方
や
考
え
る
力
）
と
マ
イ
ン
ド
（
志
と
思
い
や
る
心
）
と
美

徳
（
世
の
た
め
に
つ
く
す
心
根
）
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
利
己

よ
り
も
利
他
を
考
え
る
人
材
で
あ
る
こ
と
で
す
。⽞

前
者
は
会
報
⽛
茗
渓
⽜
の
平
成
27
年
正
月
号
に
記
載
さ
れ
た

本
会
副
理
事
長
の
井
口
武
雄
理
事
で
す
。
後
者
は
会
報⽛
茗
渓
⽜

平
成
30
年
春
号
に
記
載
さ
れ
た
河
本
武
理
事
で
あ
り
ま
す
。

お
二
人
の
カ
ジ
取
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
ク
ラ
ブ
で
す
。
お

互
い
を
高
め
合
う
互
助
の
精
神
で
歩
む
こ
と
は
茗
渓
の
よ
き
伝

《も
う
一
つ
の
柱「
産
業
人
の
連
携
」へ
》

⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜盛
大
に
発
足
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Ｒ
Ｕ
11
（
ア
ー
ル
ユ
ー
イ
レ
ブ

ン
）
と
い
う
日
本
の
大
学
の
リ

サ
ー
チ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
11

大
学
の
一
つ
に
入
り
ま
し
た
。

学
生
は
現
在
、
学
群
生
⚑
万
、

大
学
院
生
⚖
千
、
合
わ
せ
て
⚑

万
⚖
千
人
い
ま
す
が
、
留
学
生

が
⚒
千
⚕
百
人
と
16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
⚖
人
に
⚑
人
は
留
学

生
と
国
際
色
豊
か
で
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
進
路
で
は
、
理
工
系

は
⚗
、
⚘
割
が
大
学
院
の
修
士
を
経
て
、
産
業
界
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
企
業
の
人
事
担
当
者
が
評
価
し
た
大
学
イ
メ
ー
ジ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
筑
波
大
学
は
総
合
⚑
位
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
地
道
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍
し
て
き
た
先
輩
の
力
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
茗
溪
会
員
登
録
者
は
卒
業
生
の
⚑
割
程
度
で
す
。
筑
波

大
の
卒
業
生
が
で
て
か
ら
40
年
に
な
る
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
頑
張
っ
て
い
る
だ
け
で
は
勿
体
な
い
。
学
問
の
世
界
で
も
、
研

究
者
同
士
が
異
分
野
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
異
分
野
融
合
、

異
分
野
連
携
に
よ
り
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
産
業
界
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
で
異
業
種
や
同
業
他
社
の
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
で
、

自
分
の
仕
事
の
幅
と
奥
行
き
を
深
め
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
筑
波
大
の
卒
業
生
に
そ
の
よ
う
な
環
境
が
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
引
き
付
け
る
磁
力
が
必
要
な

の
で
、
こ
の
産
業
人
倶
楽
部
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。⽜



笹
の
ぶ
え
全
高
長
会
長
（
都
立
三
田
高
校
校
長
）

⽛
教
育
界
と
産
業
界
の
両
輪
で
⽜

⽛
教
育
界
と
と
も
に
産
業
界
に
お
い
て
も
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
産
業
界
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

国
際
色
豊
か
で
柔
軟
性
と
多
様

性
を
も
つ
筑
波
大
学
の
卒
業
生

が
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
を
産
業
界

と
教
育
界
が
両
輪
と
な
っ
て
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。⽜

と
、
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

五
十
嵐
浩
也
セ
ン
タ
ー
長

⽛
筑
波
大
生
は
産
業
界
に
向
か
っ
て
い
る
⽜

続
い
て
、
五
十
嵐
浩
也
筑
波
大
学
Ｄ
Ａ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、

筑
波
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⽛
世
界
に
開
か
れ
た
筑
波
大

学
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
留
学

生
で
、
現
在
⚒
⚔
⚕
⚗
名
在
籍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の

同
窓
会
組
織
に
入
っ
て
い
る
人

は
、
全
体
で
二
千
人
程
度
い
ま

す
の
で
、
全
世
界
に
二
千
人
の

会
員
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

筑
波
大
学
の
卒
業
生
の
進
路
先
は
、
進
学
42
％
、
就
職
43
％
で

す
。
文
系
は
学
群
で
就
職
し
、
理
系
は
大
学
院
に
進
学
し
て
、
留

学
生
は
そ
の
ま
ま
帰
国
し
て
い
ま
す
。
就
職
率
は
ど
ん
ど
ん
上
昇

し
て
、
就
職
希
望
者
の
96
・
⚕
％
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

就
職
者
の
業
種
（
企
業
・
教
員
・
公
務
員
・
独
法
の
⚔
分
類
）

で
は
、
大
半
が
企
業
で
、
次
は
教
員
で
す
が
こ
の
⚕
年
間
で
急
減

し
て
い
ま
す
。
結
局
、
昨
年
度
は
、
教
員
希
望
は
⚔
％
で
、
82
％

の
学
生
が
企
業
に
就
職
し
、
大
多
数
が
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。

大
学
院
生
（
修
士
、
博
士
前
期
）
は
、
博
士
課
程
へ
の
進
学
が

11
％
、
就
職
が
60
％
、
そ
の
他
が
28
％
で
す
。
そ
の
他
に
留
学
生

も
含
ま
れ
、
特
に
国
費
留
学
生
は
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
ま
す
。
私
費

留
学
生
の
多
く
は
日
本
で
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
生
の
97
・
⚕
％
が
就
職
希
望
で
、
86
％
が
企
業
へ
の
就

職
希
望
、
大
学
教
員
を
合
わ
せ
た
教
員
の
就
職
は
⚘
％
で
す
。
学

群
卒
の
サ
ー
ビ
ス
業
就
職
に
対
し
、
修
士
卒
は
メ
ー
カ
ー
へ
の
就

職
が
多
数
で
す
。

博
士
課
程
卒
は
、
昨
年
度
98
・
⚓
％
と
い
う
就
職
率
で
し
た
。

90
％
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
昨
年
度
は
非
常
に
高
く
、
希
望
す

れ
ば
ほ
と
ん
ど
就
職
で
き
ま
し
た
。
そ
の
50
％
は
企
業
に
就
職
し
、

24
％
が
大
学
教
員
、
⚕
％
が
教
員
で
、
計
30
％
が
教
員
に
な
っ
て

い
ま
す
。
博
士
課
程
卒
の
就
職
先
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
最
多
で
、

次
が
メ
ー
カ
ー
で
す
。
職
種
は
、
⚔
分
の
⚑
が
研
究
職
で
、
次
い

で
大
学
教
員
、
医
師
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
筑
波
大
学
の
卒
業
生

の
多
く
が
産
業
界
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。⽜

統
で
あ
り
、新
し
い
価
値
観
を
見
出
す
根
源
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
第
⚔
次
産
業
革
命
の
論
議
を
耳
に
し
ま
す
。
第
一
次

産
業
革
命
は
蒸
気
機
関
、
第
⚒
次
は
電
気
、
第
⚓
次
は
情
報
・

通
信
技
術
の
革
命
、
第
⚔
次
の
中
心
の
技
術
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ

Ｉ
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、

い
か
に
既
存
の
技
術
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
さ
せ
て
い
く

か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
が
人
材
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
専
門
的
な
人
材
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
或
い
は
推
進

す
る
人
材
、
そ
し
て
多
様
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
必
要
が
議

論
さ
れ
、渇
望
さ
れ
る
時
が
必
ず
到
来
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
時
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
茗
渓
会
は
教
育
界
と
産
業
界
等
の
両

輪
を
視
野
に
し
た
有
能
な
人
材
で
社
会
へ
の
貢
献
を
推
進
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
茗
渓
会
理
事
長
と
し
て
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
し
た

い
。
茗
渓
会
は
150
年
の
歴
史
の
中
で
次
の
世
代
を
視
野
に
入
れ

た
茗
渓
会
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
発
展

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
会
員
相
互
の

実
り
あ
る
互
助
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
茗
渓
創
基
150
年
記
念
の
前
だ

お
し
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
ご
理
解
を

た
ま
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

祝
辞



佐
藤
忍
副
学
長
⽛
異
業
種
交
流
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
⽜

⽛
45
年
前
、
筑
波
大
学
は
東
京
教
育
大
学
の
後
継
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
国
内
外
に
開
か
れ
、
多
様
性
と
柔
軟
性
を
も
つ
新
た

な
大
学
の
開
発
と
い
う
理
念
の
も
と
出
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

半
世
紀
、
国
際
性
と
学
際
性
を
兼
ね
備
え
た
世
界
に
開
か
れ
た
大

学
と
し
て
、
体
育
と
芸
術
も
備
え
た
真
に
総
合
的
な
研
究
す
る
大

学
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
筑
波
大
学
は
、
基
礎

研
究
に
加
え
、
社
会
実
装
研
究
や
社
会
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
、

担
当
の
金
保
副
学
長
が
産
学
連
携
に
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
、
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⽛
な
ぜ
今
、
交
流
が
必
要
な
の
か
⽜

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：

河
本

武
（
(株
)ユ
ー
ハ
イ
ム
代
表
取
締
役
会
長
）

廣
田
則
夫
（
(株
)日
立
建
機
教
習
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

助
言
者
：
江
田
昌
佑
（
茗
溪
会
理
事
長
）

司

会
：
川
田
孝
一
組
織
委
員
長

川
田
組
織
委
員
長
の
司
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
二
人
に
、⽛
私
の
経
営
観
⽜、⽛
産
業
人
倶
楽
部
の
役
割

と
展
望
⽜、⽛
未
来
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
筑
波
の
学
生
に
対
し
て

言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
⽜
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
、⽛
私
の
学
生
時
代
、
就
職
、そ
し
て
経
営
観
⽜
に
つ
い
て

⽛
私
の
経
営
観
⽜
で
は
、⽛
①
東
京
教
育
大
学
・
筑
波
大
学
に

入
学
し
た
理
由
は
何
か
。
②
入
社
し
た
き
っ
か
け
は
何
か
。
③
入

社
後
培
っ
た
経
営
観
は
ど
ん
な
も
の
か
。⽜
を
軸
に
し
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。


河
本
武
⽛
私
の
経
営
観
は
、
教
育
学
経
営
者
で
あ
る
⽜

①
〈入
学
の
動
機
は
、
父
の
母
校
だ
か
ら
〉

⽛
神
戸
生
ま
れ
の
私
が
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
健
康
学
科
に

入
学
し
た
の
は
、
父
親
が
東
京
高
師
の
卒
業
生
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

62
年
に
卒
業
し
て
同
大
学
院
教
育
学
部
に
入
り
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
主
任
教
授
が
亡
く
な
っ
た
関
係
で
単
位
取
得
退
学
を
し

ま
し
た
。
64
年
に
ユ
ー
ハ
イ
ム
に
入
社
し
て
、
67
年
に
は
西
ド
イ

ツ
の
菓
子
学
校
に
留
学
し
ま
し
た
。
85
年
か
ら
30
年
間
社
長
を
務

め
て
、
15
年
か
ら
会
長
職
に
就
い
て
い
ま
す
。⽜

②
〈舌
に
教
養
、
語
学
習
得
、
税
理
士
の
資
格
と
覚
悟
〉

⽛
大
学
に
残
っ
て
研
究
者
に
な
り
た
か
っ
た
が
、
進
路
変
更
を

迫
ら
れ
、
お
菓
子
会
社
の
⽛
ユ
ー
ハ
イ
ム
⽜
に
就
職
し
ま
し
た
。

当
時
の
社
長
エ
リ
ー
ゼ
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
さ
ん
か
ら
の
⽛
ド
イ
ツ
に

お
菓
子
の
勉
強
に
行
き
ま
せ
ん

か
⽜
に
、
即
決
で
入
社
を
決
め
ま

し
た
。
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
話
を

聞
い
て
い
た
私
に
、
エ
リ
ー
ゼ
さ

ん
は
⽛
煙
草
は
す
ぐ
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。⽜
と
ラ
イ
タ
ー
を
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、⽛
舌

に
教
養
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
煙
草
な
ん
か
吸
っ
て
い
る
場
合
じ

ゃ
な
い
で
す
よ
⽜
と
た
し
な
め
ら
れ
、
そ
の
瞬
間
に
煙
草
は
や
め

ま
し
た
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ゼ
さ
ん
は
ド
イ
ツ
人
で
す
が
、
中
国
の

青
島
で
創
業
し
て
、中
国
語
も
英
語
も
話
せ
日
本
語
も
で
き
る⽛
百

年
前
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
間
⽜
で
し
た
の
で
、
語
学
の
習
得
も
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

当
時
専
務
だ
っ
た
父
に
は
、⽛
商
人
に
な
る
覚
悟
は
で
き
て
い

る
の
か
。
気
持
ち
の
上
で
卒
業
証
書
な
ん
て
捨
て
て
こ
い
。
そ
し

て
、
税
理
士
の
資
格
を
取
っ
て
こ
い
。⽜
と
命
ぜ
ら
れ
、
懸
命
に
勉

強
し
て
取
得
し
ま
し
た
。
最
初
の
辞
令
で
⽛
渋
谷
の
喫
茶
店
の
ボ

ー
イ
⽜
を
命
ぜ
ら
れ
鶏
冠
に
血
が
上
り
ま
し
た
が
、
今
か
ら
考
え

る
と
こ
の
ス
タ
ー
ト
が
自
分
を
今
に
導
い
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

最
前
線
の
現
場
に
立
つ
こ
と
で
⽛
商
人
に
な
る
⽜
覚
悟
が
固
ま
り

ま
し
た
。⽜

③
〈経
営
理
念
は
、⽛
教
育
学
経
営
者
⽜
で
あ
り
た
い
〉

⽛
入
社
し
た
50
年
前
の
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
、
店
舗
数
も
少
な
い
神

戸
の
中
小
企
業
で
、
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
校
卒
業
者
で
し
た
。

そ
こ
で
、
父
親
と
一
緒
に
夜
学
の
⽛
ユ
ー
ハ
イ
ム
学
校
⽜
を
作
っ

て
、
⚒
年
間
通
え
ば
高
校
卒
業
の
社
内
資
格
を
与
え
る
と
し
、
や

が
て
採
用
も
高
校
や
大
学
の
卒
業
者
へ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。

67
年
に
は
社
員
の
ド
イ
ツ
留
学
制
度
を
始
め
て
、
毎
年
⚒
人
ず

つ
ド
イ
ツ
に
職
人
を
派
遣
す
る
事
業
を
40
年
余
り
続
け
ま
し
た
。

何
も
分
か
ら
な
い
中
学
出
の
職
人
に
ド
イ
ツ
語
を
教
え
て
、
ド
イ

ツ
の
菓
子
屋
に
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
毎
年
毎
年
増
え
て
、
百

人
近
く
な
る
と
や
は
り
力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
⚘
人
が
コ

ン
デ
ィ
タ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
（
ド
イ
ツ
の
菓
子
職
人
の
国
家
試
験
）

に
合
格
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
⚒
人
は
高
校
卒
の
職
人
で
、
ま

さ
し
く
我
々
の
願
っ
て
い
る
自
己
実
現
の
夢
が
達
成
で
き
た
好
例

で
す
。
私
の
経
営
理
念
は
、⽛
教
育
学
経
営
者
⽜
で
あ
り
た
い
で
、

今
も
手
作
り
の
教
材
を
作
っ
て
社
員
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。⽜


廣
田
則
夫
⽛
私
の
経
営
観
は
、
人
と
一
緒
に
苦
労
す
る
こ
と
⽜

①
〈筑
波
大
学
の
一
期
生
に
な
り
た
く
て
入
学
〉

⽛
私
は
、
筑
波
大
学
一
期
生
で
す
。
当
時
は
、
大
学
自
体
が
建
設

半
ば
で
校
舎
が
な
く
、
入
学
試
験
も
発
表
も
茗
荷
谷
の
東
京
教
育

大
学
で
し
た
。
入
学
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
⚒
～
⚓
週
間
や
り
ま
し
た
。

こ
の
間
皆
一
緒
に
過
ご
し
た
の
で
、
学
部
関
係
な
く
顔
も
名
前
も

覚
え
て
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
一
期
生
は
皆
一
匹
狼
的
で
、
個
性

的
な
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

私
の
入
学
の
動
機
は
、
こ
の
⽛
貴
重
な
筑
波
大
学
の
一
期
生
に

な
る
⽜
こ
と
で
し
た
。
総
合
大
学
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

や
、
入
学
時
点
で
専
門
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
⚒
年
間
送
っ
て

か
ら
専
門
を
決
め
る
学
群
制
度
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。⽜

②
〈⽛
就
職
氷
河
期
⽜
の
就
職
活
動
は
大
変
で
し
た
〉

⽛
就
職
活
動
の
と
き
は
困
り
ま
し
た
。全
く
先
輩
が
い
な
い
上
に
、

こ
の
昭
和
52
年
頃
は
採
用
ゼ
ロ
の
企
業
が
多
く
、
戦
後
最
悪
の
就

職
難
の
⽛
氷
河
期
⽜
と
い
う
時
期
で
し
た
。
産
業
界
に
先
輩
が
い

な
い
の
で
各
企
業
か
ら
教
授
宛
の
割
当
の
求
人
も
な
く
て
、
本
当

に
困
り
ま
し
た
。
そ
の
年
代
の
人
た
ち
が
63
歳
と
な
り
、
会
社
を

卒
業
す
る
時
期
と
言
う
こ
と
に
因
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。⽜

③
〈一
緒
に
苦
労
で
き
る
の
が
本
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
間
〉

⽛
会
社
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
97
年
に
片
道
切
符
の
形
で
放

り
出
さ
れ
た
10
年
間
の
中
国
駐
在
で
、
ま
さ
に
島
流
し
で
し
た
。

担
当
は
人
事
が
多
く
、
中
国
で
も
人
事
担
当
で
し
た
が
、
海
外
で

人
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
と
は
、
実
は
人
と
一
緒
に
苦
労
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
日
本
人
は
、
残
念
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
て
な
く
て
、
欧
米
な
ど
に
行
く
と
妙
に
怖
じ
気
づ
く

く
せ
に
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
行
く
と
逆
に
偉
そ
う
に
な
る
人
が

多
い
。
そ
う
い
う
島
国
根
性
が
よ
く
な
い
と
海
外
で
感
じ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
留

学
生
が
来
て
い
ま
す
。
そ
の
留
学

生
は
帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

筑
波
大
学
Ｏ
Ｂ
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
海
外
で
そ
う
い
う
人
た

ち
に
会
う
と
、
筑
波
大
学
の
裾
野

の
広
さ
を
実
感
し
ま
す
。⽜
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二
、⽛
産
業
人
倶
楽
部
の
役
割
と
展
望
⽜
に
つ
い
て

河
本
さ
ん
が
関
わ
っ
て
き
た
⽛
茗
渓
経
済
倶
楽
部
⽜
と
、
廣

田
さ
ん
が
関
わ
っ
て
き
た
⽛
筑
波
み
ら
い
の
会
⽜
が
合
同
す
る
形

で
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜
が
発
会
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
こ
の
産
業
人
倶
楽
部
の
今
後
期
待
さ
れ
る
役

割
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


廣
田
則
夫
⽛
学
生
の
自
由
な
発
想
を
支
え
て
い
き
た
い
⽜

⽛
筑
波
み
ら
い
の
会
⽜
は
、
⚖
年
前
に
発
足
し
、
会
員
数
は
50
名

と
小
規
模
で
す
が
、
自
由
に
集
ま
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
筑
波
大
学
が

産
業
界
に
目
を
向
け
そ
の
組
織
化
を
考
え
、
Ｏ
Ｂ
の
起
業
家
や
企

業
で
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
の
方
に
声
を
か
け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

筑
波
大
の
卒
業
生
に
は
こ
れ
か
ら
の
産
業
界
を
牽
引
す
る
人
材

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
起
業
家
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
人
材
の

養
成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学
生
の
起

業
の
推
進
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
の
推
進
の
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

筑
波
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
プ
を
⚔
年
前
に
発
足
し
て
、
筑
波

大
の
学
生
の
中
か
ら
起
業
家
志
望
者
を
集
め
て
、
そ
の
人
達
に

我
々
の
会
員
が
メ
ン
タ
ー
と
し
て
夏
休
み
や
土
日
に
メ
ン
タ
リ
ン

グ
し
て
、
秋
の
学
園
祭
前
後
に
発
表
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
発
表

会
に
は
投
資
家
が
参
加
し
て
、
優
秀
な
も
の
に
は
投
資
家
か
ら
の

活
動
資
金
や
み
ら
い
の
会
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
立

ち
上
げ
資
金
調
達
を
し
た
り
す
る
ほ
か
、
大
学
の
中
の
連
携
渉
外

室
の
協
力
で
学
生
の
起
業
家
が
活
動
で
き
る
場
所
を
提
供
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑
波
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
プ
ジ
ュ

ニ
ア
で
、
高
校
生
の
起
業
活
動
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
前
社
長
で
現
在C-channel

の
社
長
で
あ
る
森
川

亮
さ
ん
な
ど
の
、
経
験
あ
る
オ
ー
ナ
ー
に
も
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

一
昨
年
か
ら
は
筑
波
大
学
の
授
業
と
し
て
単
位
が
取
れ
る
活
動
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
皆
多
忙
で
メ
ン
タ
ー
が
集
ま
り
に
く

い
こ
と
や
学
生
と
の
交
流
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
す
が
、

筑
波
大
創
立
50
周
年
も
近
い
の
で
、
活
動
を
続
け
た
い
で
す
。

み
ら
い
の
会
と
し
て
は
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
の
で
、
学
生
が
い
ろ
い
ろ
自
由
な
発
想
が
で
き
る
よ
う

な
き
っ
か
け
を
与
え
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。⽜


河
本
武
⽛
茗
溪
と
筑
波
が
合
体
し
、
筑
波
の
価
値
を
高
め
ん
⽜

⽛
茗
渓
経
済
倶
楽
部
⽜
は
、
25
年
ほ
ど
前
に
マ
ス
コ
ミ
人
が
結
成

し
た
経
済
人
の
ク
ラ
ブ
か
ら
、
一
般
企
業
の
人
々
も
加
わ
っ
て
、

異
業
種
交
流
や
情
報
の
交
差
点
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

代
表
は
、
講
談
社
、
日
刊
現
代
の
専
務
を
さ
れ
た
鈴
木
教
亢
さ

ん
で
、
年
⚒
回
勉
強
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
新
春
講
演
会
で
は
、

長
年
野
村
総
研
副
社
長
の
林
健
二
郎
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
国
内
・
海
外
の
旅
行
を
一
緒
に
し
て
茗
溪

の
結
束
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
産
業
人
倶
楽
部
が
発
足
し
た
の
で
、
教
育
界
と
産
業
界

を
二
本
の
柱
と
し
て
、
東
京
教
育
大
と
筑
波
大
の
卒
業
生
の
連
携

を
密
に
し
、
筑
波
大
学
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

茗
溪
会
は
、
教
育
界
で
は
伝
統
的
に
存
在
価
値
が
高
か
っ
た
が
、

産
業
界
を
み
る
と
他
大
学
に
比
べ
て
連
携
が
弱
く
、
存
在
価
値
が

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
力
通
り
の
認
知
度
を
上
げ
た
い
も

の
で
す
。
私
ど
も
東
京
教
育
大
学
の
卒
業
生
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
、
筑
波
大
学
の

価
値
を
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

筑
波
大
学
に
は
、
産
業
界
で
も
リ
ー
ダ
ー
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

存
在
感
を
高
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ど
う
も
筑
波
大
の
卒
業
生

は
、
上
司
運
に
恵
ま
れ
ず
、
産
業
界
で
は
同
窓
意
識
が
薄
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。
講
演
会
や
親
睦
会
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、⽛
情
報

の
交
差
点
⽜
を
作
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
同
窓
の
よ
し
み
を
結
び
、

茗
溪
出
身
の
社
長
経
験
者
を
講
師
に
し
て
⽛
半
学
半
教
⽜
の
精
神

で
勉
強
会
を
開
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
モ
ラ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
、
筑
波
大
学
の
価
値
を
世
に
問
い
た
い
も
の
で
す
。

茗
溪
と
筑
波
大
学
が
合
体
す
る
の
は
今
で
す
。
今
や
ら
な
い
と
こ

れ
ま
で
の
こ
と
が
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。⽜

三
、⽛
筑
波
の
学
生
に
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
⽜
に
つ
い
て


河
本
武
⽛
人
生
の
結
果
や
成
功
の
鍵
は
、
考
え
方
次
第
だ
⽜

〈成
功
す
る
の
は
⽛
あ
ほ
か
し
こ
⽜、⽛
か
し
こ
か
し
こ
⽜
は
〉

⽛
私
の
知
る
東
京

教
育
大
学
出
身
者
は

真
面
目
な
人
が
多
く
、

真
面
目
す
ぎ
る
傾
向

も
あ
り
ま
し
た
。
俗

に
、
人
間
に
は
⽛
か

し
こ
か
し
こ
⽜、⽛
あ

ほ
あ
ほ
⽜、⽛
か
し
こ

あ
ほ
⽜、⽛
あ
ほ
か
し

こ
⽜
の
⚔
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
っ
て
、
産
業

界
で
成
功
す
る
人
は

⽛
あ
ほ
か
し
こ
⽜
だ

と
い
い
ま
す
。
営
業

職
で
は
⽛
あ
ほ
か
し

こ
⽜
で
な
い
と
可
愛

が
っ
て
も
ら
え
ず
、

一
見
阿
呆
の
よ
う
だ

が
実
は
す
ご
く
賢
い
と
い
う
人
材
で
す
。
私
の
会
社
に
も
東
京
教

育
大
出
身
者
が
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
人
達
は
⽛
か
し
こ
か

し
こ
⽜
で
し
た
の
で
、
営
業
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
し
、
ド
イ
ツ
に
⚒
年
間
留
学
さ
せ
て
み
る
と
地
頭
が
良
く
、
も

の
凄
く
ド
イ
ツ
語
が
上
手
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課
長
の
こ
ろ
は

パ
ッ
と
し
な
い
が
、
部
長
に
な
る
と
凄
く
力
を
出
し
始
め
、
取
締

役
や
ラ
イ
ン
長
に
す
る
と
と
ん
で
も
な
い
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
重
し
が
と
れ
る
と
本
領
発
揮
す
る
よ
う
で
、

農
学
部
と
文
学
部
出
身
で
し
た
が
、
ミ
ニ
マ
ム
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ズ
の
力
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
よ
く
⽛
ポ
ス
ト
が
人
を
作
る
⽜

と
い
う
の
で
、
ぜ
ひ
ポ
ス
ト
に
就
い
て
力
量
を
発
揮
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
筑
波
大
の
卒
業
生
も
同
じ
気
質
を
も
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。⽜

〈⽛
人
生
の
結
果
・
仕
事
の
成
功
＝
考
え
方
×
熱
意
×
能
力
⽜〉

⽛
京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
氏
は
私
の
経
営
の
師
で
す
。
氏
の
成
功

の
方
程
式
⽛
人
生
の
結
果
・
仕
事
の
成
功
＝
考
え
方
×
熱
意
×
能

力
⽜
に
つ
い
て
、
熱
意
と
能
力
に
は
そ
れ
ぞ
れ
⚑
点
か
ら
100
点
ま

で
あ
る
が
、
考
え
方
に
は
マ
イ
ナ
ス
100
点
か
ら
プ
ラ
ス
100
点
ま
で
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あ
る
と
い
い
ま
す
。
怒
り
や
嫉
妬
や
恨
み
な
ど
の
否
定
的
な
思
い

や
想
念
を
も
つ
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
能
力
や
熱
意

が
あ
っ
て
も
、
考
え
方
が
悪
い
と
そ
の
結
果
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

り
ま
す
。

明
治
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
か
ら
大
丸
百
貨
店
に
入
社
し
た
山

本
良
一
さ
ん
は
、
考
え
方
で
仕
事
や
人
生
の
結
果
を
変
え
た
人
で

す
。
レ
ジ
で
も
掃
除
で
も
何
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
本
気
で

取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
周
り
か
ら
認
め
ら
れ
、
百
人
抜
き
の
社

長
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
上
場
し
た
Ｍ
Ｔ
Ｇ
の
松
下
剛
さ

ん
は
40
歳
代
と
若
い
が
、
幼
少
期
に
松
下
さ
ん
の
養
子
に
な
っ
て

高
校
を
卒
業
さ
せ
て
も
ら
っ
た
後
、
ト
ヨ
タ
に
就
職
し
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
⚓
年
間
で
億
に
近
い
貯
金
を
し
て
、
そ
れ

を
元
手
に
起
業
し
て
20
年
余
り
で
上
場
し
ま
し
た
が
、⽛
将
来
は

⚑
兆
円
の
利
益
を
目
指
し
て
い
る
⽜
と
公
言
す
る
な
ど
、
前
向
き

な
考
え
方
で
成
功
し
た
好
例
で
す
。
筑
波
の
学
生
に
も
こ
の
よ
う

な
考
え
方
を
も
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。⽜


廣
田
則
夫
⽛
筑
波
は
グ
ロ
ー
バ
ル
。
茗
溪
会
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
⽜

〈筑
波
の
強
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
〉

⽛
筑
波
大
生
は
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

て
い
る
上
に
、
留
学
生
が
た
く
さ
ん
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
っ
て
、

色
々
な
化
学
反
応
が
期
待
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

み
ら
い
の
会
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
中
に
は
、
医
学
専
攻
Ｏ

Ｂ
で
病
院
経
営
者
や
起
業
家
の
人
、
体
育
Ｏ
Ｂ
の
起
業
家
も
い
て
、

非
常
に
多
種
多
様
で
す
。
今
の
時
代
⽛
大
企
業
就
職
＝
成
功
⽜
で

は
な
く
、
む
し
ろ
成
功
の
鍵
は
、
企
業
に
入
っ
て
か
ら
ど
う
伸
び

て
い
く
か
で
す
。⽜

〈⽛
神
輿
に
乗
る
人
で
な
く
、
担
ぐ
人
間
に
⽜〉

⽛
戦
争
で
焦
土
と
化
し
た
三
井
物
産
の
跡
地
に
社
員
達
が
集
ま

っ
て
、
焼
け
残
っ
た
⽛
三
井
物
産
⽜
の
看
板
を
見
つ
け
再
建
を
誓

っ
た
と
き
、⽛
俺
た
ち
は
御
輿
を
作
っ
て
担
ぐ
け
ど
、
乗
っ
か
ら
れ

ち
ゃ
困
る
。
乗
る
つ
も
り
の
奴
は
来
る
な
⽜
と
言
っ
た
と
い
い
ま

す
。
企
業
に
入
っ
て
も
そ
れ
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
独
立
心
を
持

っ
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
成
功
し
な
い
の
で
す
。

私
が
中
国
に
行
っ
た
97
年
頃
、
ま
だ
中
国
に
メ
ー
カ
ー
も
な
く

て
心
細
か
っ
た
と
き
、
筑
波
大
Ｏ
Ｂ
に
ば
っ
た
り
会
い
ま
し
た
。

⽛
た
ま
に
会
う
か
⽜
か
ら
、
段
々
膨
ら
ん
で
い
っ
た
の
が
北
京
茗
渓

会
で
す
。
自
然
発
生
的
な
飲
み
会
が
段
々
成
長
し
て
、
留
学
生
も

含
め
て
色
々
な
人
が
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
留
学
生
は
繋
が
り
た

が
っ
て
い
る
の
で
、
組
織
化
す
べ
き
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織

を
産
業
人
倶
楽
部
の
中
で
作
り
上
げ
て
、
筑
波
大
学
の
学
生
、

Ｏ
Ｂ
、
海
外
の
仲
間
達
が
色
々
な
形
で
繋
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
、
情
報

を
発
信
し
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
筑
波
大
学
が

50
周
年
を
迎
え
る
、
創
基
150
年
と
い
う
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
に
こ

の
倶
楽
部
が
で
き
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。⽜

お
二
人
の
意
欲
的
な
発
言
に
触
発
さ
れ
て
、
フ
ロ
ア
か
ら
も

産
業
人
倶
楽
部
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
や
、
地

方
の
産
業
人
に
も
参
加
で
き
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要

望
も
出
さ
れ
た
後
、
江
田
理
事
長
か
ら
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。



江
田
昌
佑
理
事
長
の
助
言
⽛
教
育
と
産
業
の
二
本
の
柱
を
⽜

⽛
各
県
で
毎
年
開
か
れ
て
い

る
茗
渓
会
の
総
会
は
、
確
か
に

教
育
界
の
人
た
ち
の
集
ま
り
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
、
教

職
以
外
の
人
の
参
加
を
め
ざ
し

て
、
講
演
会
を
開
い
た
り
、
講

師
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
み
た
り
と
工
夫
し
ま
し
た
が
、
ど

う
も
教
員
の
集
ま
り
の
様
相
か
ら
変
わ
ら
ず
、
教
職
以
外
の
人
が

参
加
し
に
く
い
空
気
も
あ
り
ま
し
た
。

茗
溪
会
の
代
議
員
総
会
で
も
全
国
を
⚘
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
懇

談
会
を
行
っ
て
、
教
育
界
以
外
に
産
業
人
の
会
の
柱
を
作
る
べ
く

様
々
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
産
業
人
の
会
な
の
で
、
首
都
圏

だ
け
で
な
く
、
近
畿
圏
、
中
京
圏
、
北
海
道
、
東
北
圏
な
ど
に
も

拡
大
し
た
い
で
す
。
11
月
に
は
仙
台
に
行
っ
て
議
論
を
始
め
た
い

で
す
。
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
中
京
圏
、
近
畿
で
は
昨
年
会
合
を

持
ち
、
今
年
は
岐
阜
で
⚒
回
目
を
開
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
国
・

中
国
、
九
州
・
沖
縄
に
つ
い
て
も
、
先
日
は
福
岡
に
行
き
、
個
人

的
な
人
脈
を
使
い
組
織
化
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
こ

の
⚕
、
⚖
年
で
何
と
か
組
織
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
人
が
異
動
し
た
と
き
、
す
っ
と
入
れ
る
産
業
人
の
組
織
が
そ

こ
に
あ
れ
ば
す
ぐ
に
連
携
で
き
ま
す
。
茗
溪
会
は
教
員
の
組
織
で
、

前
身
校
の
同
窓
会
だ
と
考
え
て
い
る
学
生
の
意
識
を
変
え
た
い
で

す
。
茗
溪
創
基
150
年
の
こ
の
時
期
に
、
教
育
界
と
も
う
一
つ
産
業

界
の
太
い
柱
を
立
て
て
、
勢
い
を
出
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

私
の
大
学
の
同
級
生
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
だ
っ
た
山
田
重
雄
君
が
い
ま
す
。
彼
は
、

⽛
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
指
導
し
て
い
て
、
一
時
教
育
を
投
げ
捨
て
て
、

純
粋
に
技
術
指
導
者
、
監
督
と
し
て
や
っ
て
き
た
が
、
や
っ
ぱ
り

成
功
さ
せ
る
に
は
教
育
が
必
要
だ
っ
た
。
今
に
な
っ
て
捨
て
よ
う

と
思
っ
た
も
の
が
必
要
だ
と
分
か
っ
た
⽜
と
、
亡
く
な
る
直
前
に

語
っ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

河
本
さ
ん
も
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
背
負
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
や

は
り
教
育
だ
と
教
育
的
な
手
法
で
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
筑
波
は
、
歴
史
的
に
は
師
範
学
校
、
高
等
師
範
学
校
、
文
理

大
学
、
東
京
教
育
大
学
と
き
て
い
ま
す
の
で
、
教
育
は
消
え
ま
せ

ん
。
そ
の
教
育
も
生
か
し
な
が
ら
、
産
業
人
倶
楽
部
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
同
窓
会
が
参
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。⽜

第
二
部
・
懇
親
会

交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

続
い
て
、
井
口
武
雄
茗
渓
会
副
会
長
（
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
(株
)名
誉
顧
問
）
の
第
二
部
開
会
の
挨
拶
の
後
、
各
地
で
そ

の
地
位
を
築
い
て
き
た
⚕
人
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。


原
田
茂
樹
（
常
陽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
総
務
部
長
）

⽛
社
内
の
仲
間
づ
く
り
か
ら
社
外
の
仲
間
づ
く
り
へ
⽜

⽛
教
育
界
以
外
の
茗
渓
会
員
に
と
っ
て
、
今
回
大
変
心
強
い
組

織
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
初
任
の
地
で
支
部
総
会
に
出

席
す
る
と
、
参
加
者
の
大
半
は

高
校
の
教
員
で
、
総
会
後
の
懇

親
会
で
は
広
い
座
敷
に
車
座
に

な
っ
て
は
学
校
の
話
な
ど
で
盛

り
上
が
っ
て
い
て
、
私
の
居
場

所
は
な
く
早
々
に
退
席
し
ま
し

た
。
社
内
で
は
、
東
北
大
や
早
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稲
田
・
慶
応
な
ど
の
同
窓
会
は
非
常
に
活
発
で
し
た
が
、
茗
渓
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
年
ほ
ど
経
っ
て
、
筑
波
大
卒
業
生
が

10
名
を
超
え
た
の
で
社
内
の
同
窓
会
を
作
り
ま
し
た
。
今
は
百
名

を
超
し
非
常
に
活
発
で
す
。
定
期
的
に
集
ま
り
、
顔
を
合
わ
せ
て

か
ら
は
仕
事
も
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
産
業

人
倶
楽
部
が
で
き
る
と
、
従
来
の
社
内
で
の
交
流
が
社
外
の
方
々

と
の
交
流
と
広
が
る
の
で
、
Ｏ
Ｂ
会
の
な
い
寂
し
さ
か
ら
大
き
く

改
善
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。⽜


河
野
隆
二
（
神
奈
川
工
科
大
学
常
務
理
事
）

⽛
心
許
せ
る
同
窓
の
異
業
種
交
流
会
に
興
味
あ
り
⽜

⽛
私
は
、
旺
文
社
に
⚘
年
、
研

数
学
館
に
15
年
、
神
奈
川
工
科

大
学
に
25
年
と
産
業
人
と
し
て

働
い
て
き
ま
し
た
。
教
育
畑
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
教
員
の
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
も
厳

し
い
企
業
的
な
発
想
や
意
識
で

動
い
て
い
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
本
学

に
は
、
教
員
に
は
茗
渓
会
員
が
い
る
が
、
事
務
職
や
経
営
陣
に
は

皆
無
な
の
で
入
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
許
せ

る
同
窓
の
異
業
種
交
流
会
に
興
味
が
あ
る
の
で
数
多
く
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。⽜


荊
華
（
三
協
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
）

⽛
上
海
に
も
北
京
に
も
筑
波
の
仲
間
が
⽜

⽛
私
は
、
四
川
大
学
卒
業
後
中
国
の
研
究
所
に
10
年
近
く
勤
め

た
後
、
筑
波
大
学
院
の
経
営
政
策
研
究
科
に
入
り
⚒
⚐
⚐
⚐
年
に

卒
業
し
ま
し
た
。
筑
波
大
学
を
卒
業
し
た
妻
と
二
人
で
三
協
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
作
り
、
日
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
日
中
貿
易
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
夫
婦
の
夢
は
日
中

の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
で
す
。

筑
波
大
学
の
留
学
生
と
し
て
大

学
に
恩
返
し
し
た
い
の
で
、
日

本
留
学
を
考
え
て
い
る
人
が
い

れ
ば
、
ま
ず
筑
波
大
学
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
私
は
つ
く
ば
市
に
住
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に

し
、
筑
波
大
学
の
学
長
を
囲
む
会
に
も
参
加
し
、
筑
波
大
学
卒
業

生
経
営
者
の
会
や
筑
波
み
ら
い
の
会
の
会
員
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
中
国
東
北
の
瀋
陽
出
身
で
、
瀋
陽
の
学
友
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
に
出
張
す
る
度
に
上
海
の
筑
波
大
学
同
友

会
、
北
京
の
同
友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
集
ま
り
ま
す
。
こ
の
産
業
人

倶
楽
部
が
で
き
る
と
よ
り
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
、
日

中
の
産
業
も
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。⽜


竹
村
和
也
（
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
Ａ
Ｃ
事
業
推
進
部
）

⽛
筑
波
大
学
も
知
財
収
入
で
頑
張
っ
て
み
て
は
⽜

⽛
昭
和
52
年
入
学
の
第
三
学

群
一
期
生
で
す
。
当
時
は
周
り

に
何
も
な
く
長
靴
な
し
で
は
歩

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
基
礎
工
を

卒
業
し
て
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

の
前
身
信
州
精
器
に
入
社
し
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
互
換
Ｐ
Ｃ
の
品
質
保

証
関
係
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
外
製
造
へ
の
転
換
期

に
、
韓
国
、
台
湾
に
赴
任
し
調
達
関
係
の
仕
事
を
長
く
や
り
、
⚒

⚐
⚑
⚑
年
か
ら
は
Ａ
Ｃ
事
業
推
進
部
で
、
財
務
や
税
務
の
会
計
ソ

フ
ト
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
、
来
年
定
年

で
す
。
そ
の
間
、
長
野
県
副
支
部
長
と
し
て
毎
年
総
会
を
開
い
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
高
校
の
先
生
方
の
集
ま
り
と
い
う
印
象
で
、

確
か
に
企
業
人
が
入
り
に
く
い
空
気
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

日
経
新
聞
の
知
財
収
入
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
東
大
、
京
大
、

大
阪
、
東
北
と
き
て
、
筑
波
大
は
30
位
で
し
た
の
で
、
も
う
少
し

頑
張
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
実
は
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
に

も
知
財
本
部
が
あ
っ
て
、
本
部
長
は
筑
波
大
基
礎
工
の
卒
業
生
で

す
の
で
、
力
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。⽜


角
田
英
樹
（
茨
城
県
会
計
管
理
者
）

⽛
茨
城
の
よ
う
に
産
学
官
の
連
携
を
⽜

⽛
筑
波
大
か
ら
は
茨
城
県
庁
に
毎
年
20
数
名
入
り
、
総
勢
550
人

余
で
県
庁
職
員
の
⚑
割
を
占
め
て
い
て
、
県
の
総
務
部
長
や
教
育

次
長
な
ど
要
職
に
就
く
者
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
全
体

の
組
織
で
あ
る
茨
城
茗
渓
会
も
毎
年
総
会
を
開
い
て
、
教
員
が
⚗

割
程
度
で
す
が
、
県
庁
職
員
に

加
え
、
常
陽
銀
行
、
日
立
製
作

所
、
関
彰
商
事
な
ど
地
元
企
業

の
方
々
と
民
間
と
行
政
が
合
わ

せ
て
⚓
割
ほ
ど
参
加
し
て
、
異

業
種
交
流
を
こ
の
20
年
位
や
っ

て
き
て
い
ま
す
。
産
学
官
の
連

携
が
必
要
な
事
業
な
ど
に
は
、
こ
の
人
間
関
係
が
生
き
て
円
滑
に

進
ん
で
い
ま
す
。
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足
が
こ
の
茨
城
県
で
の
動

き
の
全
国
版
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。⽜

こ
の
後
懇
親
会
と
な
り
、
名
刺
交
換
や
懇
談
な
ど
盛
ん
に
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、全
員
が
輪
に
な
っ
て
宣
揚
歌⽛
桐

の
葉
⽜
が
斉
唱
さ
れ
、
発
会
式
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
⽛
西
日
本
豪
雨
⽜
の
義
捐
金
⚗
万
⚕

千
円
は
、
事
務
局
か
ら
被
害
の
大
き
か
っ
た
岡
山
、
広
島
、
愛
媛

の
各
支
部
に
送
金
さ
れ
ま
し
た
。

参加者による⽛宣揚歌⽜斉唱
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⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
は
、
今
年
も
大
塚
の
茗
渓
会
館
に
お
い
て
、

⚙
月
⚑
日
(土
)に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
秋
か
ら
本
年
夏
ま
で
に
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
ご
遺
族
の

方
々
に
連
絡
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
22
家
族
、
40
名
の
ご
参
列
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
か
ら
も
多
数
の
理
事
・
委
員
が
参
列
し

ま
し
た
。
遺
影
の
み
の
参
加
の
27
名
を
加
え
て
48
名
の
遺
影
が
飾

ら
れ
た
式
場
で
午
前
11
時
に
開
式
さ
れ
、
参
列
者
一
同
が
遺
影
に

黙
祷
後
、
江
田
昌
佑
茗
渓
会
理
事
長
が
⽛
追
悼
の
辞
⽜
を
述
べ
ら

れ
、
筑
波
大
学
長
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
佐
藤
忍
副
学
長
が

来
賓
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
同
が
献
花
し
、
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
茗
渓
会
館
写
真
ス
タ
ジ
オ
に
て
集
合
写
真
撮
影

の
後
、
場
所
を
二
階
⽛
茗
渓
の
間
⽜
に
移
し
て
12
時
よ
り
14
時
ま

で
⽛
懇
談
会
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
田
理
事
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
懇
談
の
席
が
も
た
れ
、
遺
族
の
皆
様
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
誌
面
の
都
合

上
、
全
て
の
方
を
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

故
・
金
子

泰
三
(昭
和
24
年
文
五
）

長
男
金
子
宜
正
様

父
は
高
等
師
範
を
昭
和
22
年
に
卒

業
し
、
そ
れ
か
ら
文
理
大
の
方
へ
ま

い
り
ま
し
た
。
専
門
は
漢
文
で
、
小

さ
い
時
か
ら
漢
文
の
独
特
な
雰
囲
気

を
子
供
た
ち
に
伝
え
な
が
ら
生
活
し

て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
時
は
学
校
へ

行
く
前
に
論
語
の
講
義
を
家
で
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
大
事
な
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

教
育
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
熱
心
で
し
た
。
そ
の
影
響
を
一
番
受

け
た
の
が
私
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
筑
波
大
学
を
経
て
教
員

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
二
人
で
茗
渓
だ
ね
と
言
っ
て
酒
を
飲
み
な

が
ら
教
育
談
義
を
よ
く
し
ま
し
た
。
そ
の
教
育
の
話
を
す
る
相
手

が
い
な
く
な
っ
た
の
が
と
て
も
寂
し
い
で
す
。
父
の
何
を
措
い
て

も
学
生
を
大
事
に
す
る
教
育
へ
の
熱
意
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

故
・
江
間

實
(昭
和
31
年
教
大
農
）

奥
様
江
間
み
つ
子
様

夫
は
教
師
の
仕
事
が
好
き
で
最
後

は
県
立
高
校
の
校
長
と
し
て
退
職
し

ま
し
た
。
在
職
中
は
生
物
学
を
教
え

な
が
ら
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
を
し
て
お

り
、
地
元
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
会
長

も
し
て
い
ま
し
た
。
洋
ラ
ン
の
栽
培

も
好
き
で
家
に
温
室
を
作
っ
た
り
、

地
元
の
自
治
会
長
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
夫
は
出
身
大
学
を
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て
お
り
茗
渓
会

に
出
席
す
る
の
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
同
窓
の
方
々

が
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

故
・
西
海

隆
治
(昭
和
31
年
教
大
農
化
）

長
女
西
海
聡
子
様

父
は
秩
父
市
の
秩
父
農
業
高
校
で

食
品
化
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
私

は
父
の
学
校
の
文
化
祭
で
出
さ
れ
る

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
や
お
味
噌
な
ど
を

買
う
こ
と
な
ど
が
楽
し
い
思
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
作
り
し
て
い
ま

し
た
。
う
ど
ん
や
お
蕎
麦
、
ブ
ド
ウ
も
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

退
職
後
は
家
庭
菜
園
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
父
は
教
育
大

卒
を
誇
り
と
し
て
い
ま
し
た
。
茗
渓
会
も
大
切
に
し
て
い
て
、
季

刊
誌
を
大
量
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
よ
う
に
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

故
・
野
々
山

時
生
(昭
和
31
年
教
大
体
）

長
女
神
成
洋
子
様

父
は
教
育
大
時
代
か
ら
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
人
生
を
捧
げ
た

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
高
校
の
教
師

を
し
な
が
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
顧
問
を
し
て
い
て
、
殆
ど
家
に
居

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
夏
休
み
な
ど

は
父
の
学
校
の
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
バ
ス
ケ
の
練
習
を
観
た
り

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
定
年
後
は
孫
の
面
倒
を
よ
く
み
て
く
れ
ま

し
た
。
生
前
父
は
自
分
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
人
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
こ
う
い
う
会
で
父
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

故
・
寺
田

努
(昭
和
33
年
教
大
英
）

奥
様
寺
田
理
子
様

夫
の
合
格
発
表
を
見
に
行
っ
て
く

れ
た
先
輩
が
、
合
格
は
無
理
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
し
く
て
第
二
希
望
の
補

欠
の
欄
か
ら
名
前
を
見
て
回
っ
た
と

い
う
笑
い
話
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
、
京
都
の
府
立
学
校
に
英
語

教
師
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
教
育

大
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
変
誇
り
と
し
て
茗
渓
会
を
大
切
に
思
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
今
日
の
追
悼
会
に
名
前
を
連
ね
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
一
度
こ
の
街
を
一
緒

に
歩
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
そ
の
前
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

故
・
馬
場

昭
亘
(昭
和
34
年
教
大
林
）

奥
様
馬
場
榮
子
様

主
人
は
教
育
大
が
大
好
き
な
人
だ

っ
た
の
で
、
こ
の
会
に
は
お
前
じ
ゃ

な
く
て
俺
が
出
席
す
る
の
だ
ぞ
と
云

う
と
思
う
の
で
す
が
、
遺
影
と
な
っ

て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
さ
ぞ
か
し

喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
亡
く
な
る
一
週
間
く
ら
い
前

に
ど
ん
な
人
生
だ
っ
た
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
と
し
て
大
変
面

白
い
人
生
だ
っ
た
と
申
し
て
い
ま
し
た
。
主
人
は
私
の
同
級
会
に

も
一
緒
に
顔
を
出
す
よ
う
な
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
人
で
し
た
。
教
育

大
林
学
科
に
在
学
中
の
青
春
時
代
が
最
高
に
楽
し
い
時
だ
っ
た
よ

う
で
、
お
仲
間
と
一
緒
に
⽛
林
友
会
⽜
と
い
う
冊
子
を
一
年
間
に

一
回
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
集
る
時
は
多
分
楽
し

い
青
春
時
代
に
戻
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

故
・
前
川

智
宏
(昭
和
57
年
筑
二
農
）

姉
渡
瀬
裕
子
様

弟
は
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
会
へ
は
弟
の
送
っ
て
き

た
人
生
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
鹿
児
島
へ
帰
り
、
脱
サ
ラ
後
、
鍼

灸
師
に
な
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
実

家
の
畑
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
様

の
話
を
聞
い
て
、
私
は
生
き
る
力
を
こ
こ
で
頂
い
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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平成30年度 茗 渓 会 地 域 組 織 表

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

筑
波
大

清 水 諭
ï59筑体ð

立 山 雅 博

北
海
道

大 沼 寛
ï47教大武ð

宮 下 聡 ï57筑体ð
鵜 野 和 憲 ï07筑体ð

青

森
花 田 慎
ï56筑体ð

工 藤 誠 司 ï09筑体ð
五十嵐 喜代敬 ï09筑体ð

岩

手

佐 藤 有
ï57筑二農ð

清 水 茂 幸 ï59筑体ð
上 濱 龍 也 ï62筑体ð
澤 村 省 逸 ï62筑体ð

宮

城
小野寺 清 隆
ï55筑体ð

齊 隆 ï57筑一自ð
山 崎 健 二 ï02筑体ð

秋

田
越後谷 真 悦
ï55筑体ð

小 林 大 輔 ï11筑一自ð

山

形

津 田 浩
ï51筑一自ð

仁 藤 誠 ï02筑体ð
羽 角 哲 弘 ï05筑体ð
芦 野 浩 二 ï07筑一自ð

福

島

新 田 銀 一
ï50教大教ð

森 和 茂 ï59筑一自ð
日 高 郁 子 ï58筑一自ð
大 槻 文 彦 ï10筑一自ð

茨

城
鈴 木 一 弘
ï58筑修教ð

太 田 泰 助 ï11筑修芸ð
竹 内 智 則 ï10筑修教ð

栃

木
若 杉 俊 明
ï57筑一人文ð

宮 澤 昭 二 ï02筑一自ð
今 井 和 彦 ï06筑一自ð

群

馬

坂 田 和 文
ï56筑体ð

高 田 博 基 ï60筑体ð
佐久間 秀 人 ï58筑体ð
笠 原 恵 太 ï08筑体ð

埼

玉

前 島 富 雄
ï47教大土木ð

青 木 勇 藤 ï55筑一人文ð
益 子 篤 行 ï57筑一人文ð
鈴 木 徹 也 ï58筑一自ð

千

葉

百 瀬 明 宏
ï55筑一人文ð

大久保 利 宏 ï52教大健ð
大 木 喜 信 ï07筑一自ð
田 口 亜紀子 ï08筑一自ð

東

京
高 橋 基 之
ï53筑一自ð

徳 田 安 伸 ï55筑二農ð
浅 井 一 郎 ï55筑一人文ð

神
奈
川

大 畑 多津雄
ï52教大理ð

大 石 進 ï56筑体ð
添 野 龍 雄 ï57筑二農ð
中 弥 貴 晴 ï49教大農化ð

山

梨
金 塚 正 貴
ï57筑一自ð

長 沼 武 志 ï05筑一自ð
花 輪 恭 子 ï11筑一人文ð

長

野

田 澤 直 人
ï57筑一人文ð

箕 輪 健 二 ï58筑体ð
高 野 浩 志 ï14筑修教ð
上 原 一 人 ï13筑修体ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

新

潟
永 井 成 一
ï41教大法政ð

夏 見 康 彦 ï02筑三情ð

富

山

神 田 聡
ï58筑修教ð

中 村 謙 作 ï62筑一自ð
安 村 良 紀 ï18筑三工基ð
箱 江 典 子 ï23筑博数ð

石

川

田 井 友 章
ï59筑体ð

松 本 彰 ï50教大体ð
神 田 康 ï15筑体ð
近 岡 岳 則 ï17筑二人間ð

福

井
畑 中 正 美
ï56筑一自ð

橘 慶 成 ï08筑芸ð
松 田 充 弘 ï14筑一人文ð

静

岡

齋 藤 浩 幸
ï58筑二農ð

綾 部 信 明 ï58筑体ð
遠 藤 大 貴 ï27筑修教ð
鈴 木 由美子 ï61筑一自ð

愛

知

村 松 利 之
ï53筑体ð

高 畑 尚 弘 ï58筑二生ð
向 坂 嘉 一 ï04筑体ð
米 津 利 仁 ï04筑二農ð

岐

阜
大 橋 則 雄
ï57筑二人間ð

増 田 智 至 ï63筑二農ð
蒲 尚 胤 ï02筑一人文ð

滋

賀

町 田 登
ï47教大健ð

藤 江 隆 史 ï08筑体ð
松 林 基 之 ï07筑体ð
桂 本 尚 樹 ï62筑体ð

三

重

阿 形 克 己
ï57筑体ð

若 宮 一 哉 ï06筑一自ð
加 藤 英 紀 ï15筑一自ð
山 北 正 也 ï03筑一人文ð

京

都

川 合 英 之
ï56筑体ð

川 合 寛 明 ï59筑体ð
三 橋 利 彦 ï58筑体ð
遠 山 秀 史 ï61筑一自ð
藤 原 秀 規 ï05筑体ð
柳 俊二郎 ï13筑修体ð
奥 村 典 夫 ï61筑修教ð

大

阪

松 本 秀 範
ï53修林ð

戸井田 克 己 ï59筑二比ð
北 邨 淳 ï19筑体ð
大 橋 一 郎 ï62筑体ð

兵

庫
中 野 憲 二
ï56筑一人文ð

林 啓 太 ï56筑体ð
千 脇 久美子 ï05筑修生環ð

奈

良

谷 垣 康
ï53筑一人文ð

井 上 徳 之 ï58筑一自ð
岩 佐 泰 造 ï13筑体ð
栗 本 善 弘 ï10筑体ð

和
歌
山

土 肥 二 郎
ï57筑一自ð

川 口 勝 也 ï01筑体ð
岡 本 規 ï05筑体ð
梅 本 将 志 ï12筑体ð

鳥

取
小 倉 健 一
ï53筑体ð

美多賀鼻 孝裕 ï10筑体ð
出 雲 大 輔 ï24筑体ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

島

根

境 英 俊
ï59筑修体ð

西 村 覚 ï01筑修体ð
塚 田 真 也 ï21筑博数理ð
清 水 悠 ï22筑体ð

岡

山

長 尾 隆 史
ï55筑体ð

黒 住 伸 吾 ï56筑体ð
水 川 敬 介 ï63筑体ð
近 藤 真 妃 ï06筑体ð

広

島

山 成 宣 彦
ï40教大健ð

大 辻 明 ï47教大体ð
山 下 勝 也 ï58筑体ð
井 藤 幹 治 ï55筑体ð

山

口

吉 本 晃
ï54筑二人間ð

兼 行 剛 士 ï58筑修体ð
内 田 忠 範 ï57筑体ð
藤 井 功 ï57筑体ð

徳

島

小 原 史 明
ï59筑二農ð

池 渕 茂 ï58筑二比ð
北 條 伸 吾 ï62筑一人文ð
田 北 直 樹 ï05筑体ð

香

川
山 本 主 税
ï01筑体ð

河 合 雄 太 ï07筑体ð

愛

媛

八 木 俊 博
ï57筑体ð

渡 邊 洋 人 ï59筑三社工ð
山 本 隆 祥 ï07筑体ð
森 川 大 和 ï16筑二人間ð

高

知

下 坂 速 人
ï53筑体ð

手 林 慎 一 ï10筑博農ð
山 本 英 作 ï03筑二比ð
野 田 智 洋 ï62筑体ð

福

岡
永 沼 真 紀
ï57筑体ð

稲 富 勉 ï61筑体ð
兒 島 悟 ï07筑体ð

佐

賀
野 中 通 兼
ï53筑体ð

松 雪 誉 ï61筑体ð
山 田 和 人 ï05筑体ð

長

崎
渡 邉 孝 経
ï59筑体ð

吉 村 史 朗 ï12筑一人文ð

熊

本

赤 星 隆 弘
ï58筑体ð

前 田 茂 雅 ï61筑体ð
田 口 智 之 ï09筑体ð
上 田 晃 裕 ï14筑体ð

大

分
渚 洋 行
ï53筑体ð

田 崎 弘 宣 ï63筑体ð

宮

崎

川井田 和 人
ï53筑体ð

児 玉 洋 一 ï02筑三社工ð
川 内 健 二 ï16筑二比ð
森 山 あゆみ ï20筑二資源ð

鹿
児
島

原 口 和 哉
ï56筑一自ð

鹿 倉 貢 ï57筑体ð
岩 元 貴 行 ï08筑修芸ð

沖

縄

前 門 晃
ï58筑博理ð

三 輪 一 義 ï02筑修体ð
古 堅 小百合 ï12筑修理ð
漢 那 洋 子 ï63筑一自ð
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11

去
る
⚗
月
27
日
、学
生
活
動
支
援
事
業
選
考
委
員
会（
委
員
長
：

阿
江
副
理
事
長
）
が
開
催
さ
れ
、
18
件
の
申
請
が
あ
り
申
請
ど
お

り
全
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
表
参
照
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
⚘
月

10
日
、
目
録
贈
呈
式
が
大
学
会
館
第
⚕
会
議
室
で
行
わ
れ
、
江
田

理
事
長
か
ら
佐
藤
副
学
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
室
に
お
い
て
佐
藤
副
学
長
臨
席
の
も
と
、
採
択
さ
れ
た
団
体
等

へ
の
助
成
金
交
付
式
が
行
わ
れ
、
採
択
さ
れ
た
団
体
等
の
代
表
か

ら
受
賞
の
喜
び
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
具
体
的
な
活
動
内
容
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
交
付
式
参
列
者
に
よ
る
記
念
の
集

合
写
真
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
活
動
支
援
事
業
は
、
筑
波
大
学
の
学
生
団
体
又
は
個
人
が

課
外
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
に
対
し

茗
渓
会
学
生
活
動
支
援
事
業

助
成
金

を
交
付
！

て
、
計
画
段
階
で
審
査
し
助
成
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は

健
全
で
優
れ
た
成
果
が
期
待
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
貢
献
等
の

学
内
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
活
動
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
学
外
で
の
活
動
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
今
年
度

か
ら
、
原
則
と
し
て
大
学
そ
の
他

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
な
い
団
体

又
は
個
人
を
優
先
す
る
こ
と
、
申

請
す
る
団
体
の
構
成
員
又
は
個
人

が
茗
渓
会
員
で
あ
る
か
ど
う
か
や
、

申
請
団
体
の
構
成
員
の
入
会
率
を

考
慮
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
援
の

必
要
性
や
社
会
・
地
域
・
大
学
運

営
へ
の
貢
献
度
を
評
価
す
る
こ
と

な
ど
の
各
項
目
に
留
意
し
て
総
合

的
に
判
断
し
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年度 茗渓会学生活動支援事業採択団体等一覧
団 体 等 名 称 対 象 事 業 支援額

(千円)
⚑ 斬桐舞 YOSAKOIソーラン 90

⚒ 筑波大学天文研究会投影機製作班 次世代光学式プラネタリウム投影機の開発 100

⚓ 体育会オリエンテーリング部 第38回筑波大学オリエンテーリング大会 90

⚔ 筑波大学体育会バドミントン部 インターフロー2018 110

⚕ 管弦楽団 第84回定期演奏会 90

⚖ つくばろぼっとサークル ロボットコンテスト参加に向けた活動、および会員間での
技術交流 110

⚗ 学び場さくら塾 学び場さくら塾 100

⚘ 筑波学生文芸賞運営委員会 第十一回筑波学生文芸賞 110

⚙ ふるさとつくば ゆいまつり 実行委員会 第⚘回 ふるさとつくば ゆいまつり 100

10 食と酒 東北祭り実行委員会 第⚕回 食と酒 東北祭り 110

11 筑波大学陸上競技部長距離ブロック駅伝チ
ーム 筑波大学箱根駅伝復活プロジェクト 290

12 つくばミュージックプロジェクト 筑波大学学園祭LIVE2018 90

13 つくばリサイタルシリーズ実行委員会 つくばリサイタルシリーズ 100

14 つくば院生ネットワーク（TGN） 筑波大学内外における異分野・科学コミュニケーションの
創発 90

15 大林 格 ⽛⽝休学⽞を選んだ日本人⽜の本出版プロジェクト 80

16 古畑 翼 大学同窓会組織の国際比較のための現地調査 80

17 HSCaT 学内（教育・研究棟及び宿舎敷地内）に生息する猫の保護・
管理及びTNR（去勢・避妊）活動 110

18 筑波大学応援部WINS
体育会所属団体及び各種ステージでの応援活動、スポーツ
デー、宿舎祭などの学内行事の広報活動、つくばマラソン
などのつくば市内の行事応援活動

150

3050

総 額 2,000

200万
円

200万
円
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⿓
斬
桐
舞

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
・
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
み

ん
な
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
を
楽
し
む
⽛
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ソ
ー
ラ
ン
⽜
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。
茨

城
近
辺
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
に
参
加
し
、

遠
方
で
は
札
幌
や
浜
松
で
の
お
祭
り
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
つ
く
ば
市
近
辺
の
老
人
施
設
や
、
幼
稚
園
で
の
ス
テ
ー
ジ
、

小
学
校
で
の
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚓
月
⚓

日
(日
)に
は
、
⚒
⚐
⚑
⚓
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
定
期
公
演
に

続
き
、
第
二
回
定
期
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
10
周
年
を
迎
え
た
斬

桐
舞
の
成
長
し
た
姿
、
そ
し
て
10
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
演
舞
し

ま
す
。

⿓
筑
波
大
学
天
文
研
究
会
投
影
機
製
作
班

私
た
ち
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
映
す
際
に
使
わ
れ
る
投
影
機
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
投
影
機
と
い
っ
て
も
い
く
つ
か
種
類

が
あ
り
、
レ
ン
ズ
式
の
も
の
を
新
た
に
作
ろ
う
と
⚓
年
前
か
ら
始

動
し
て
い
ま
す
。
⚒
年
間
か
け
映
画
で
い
う
フ
ィ
ル
ム
の
よ
う
な
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
た
め
の
恒
星
原
板
を
作
成
す
る
装
置
を
製
作

し
ま
し
た
。
今
年
は
実
際
に
投
影
す
る
機
械
に
つ
い
て
⚓
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
に
よ
る
設
計
、
旋
盤
や
フ
ラ
イ
ス
盤
に
よ
る
機
械
加
工
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
頂
い
た
支
援
は
そ
の
材
料
を
購
入
す
る
の
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。
完
成
し
た
際
に
は
ぜ
ひ
一
度
、

雙
峰
祭
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

⿓
体
育
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部

筑
波
大
学
体
育
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部
は
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
の
技
能
、
精
神
を
習
得
す
る
こ
と
で
自
己
を
高
め
て
い

く
と
と
も
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
や
発
展
に
も
力
を

入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
技
能
面
で
は
学
生
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
る
部
員
を
こ
こ
数
年
安
定
し
て
輩
出
し
、
全
国
で
も
実
力
を

示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
毎
年
⽛
筑
波
大
学
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
⽜
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
参
加
者
を
集

め
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
会
を
併
設
す
る
こ
と
で
地
域
へ
の
競
技

の
普
及
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
茨
城
県
日
立
市
に
て

⚑
月
27
日
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

⿓
筑
波
大
学
体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
、
①
異
文
化
理
解
②
自
文
化
の
相
対
化

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
④
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神

の
向
上
⑤
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
関
す
る
研
究
と
普
及
と
い
う
目
的
の

も
と
、
香
港
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
毎
年
の
交
流
を
40
年
近
く

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
日
本
で
の
開
催
年
で
あ
り
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
も
ち
ろ
ん
観
光
等
様
々
な
活
動
を
通
し
て
日
本
の
歴
史
や

文
化
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
企
画
し
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
苦
心
し
な
が
ら
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
交
流
活
動
を
継
続
し
、
国
際
的
な
視
野
を
持
っ

た
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⿓
管
弦
楽
団

当
楽
団
は
⚑
⚙
⚗
⚔
年
創
団
で
現
在
団
員
100
名
を
数
え
、
筑
波

大
学
内
で
は
最
大
規
模
を
誇
る
課
外
活
動
団
体
の
⚑
つ
で
す
。

春
・
秋
に
活
動
の
中
心
と
な
る
定
期
演
奏
会
を
、
冬
に
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
各
パ
ー
ト
・
セ
ク
シ

ョ
ン
で
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
、
依

頼
演
奏
な
ど
の
活
動
、
大
学
・
大
学
院
の
卒
業
式
・
入
学
式
に
お

け
る
奏
楽
も
行
っ
て
い
ま
す
。
常
任
指
揮
者
を
置
か
ず
、
定
期
演

奏
会
に
は
内
外
で
活
躍
中
の
プ
ロ
の
指
揮
者
を
お
招
き
し
、
団
員

の
演
奏
技
術
・
音
楽
性
の
向
上
の
た
め
、
各
パ
ー
ト
・
セ
ク
シ
ョ

ン
で
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ご
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

り
良
い
音
楽
を
追
求
し
な
が
ら
、
地
域
の
音
楽
文
化
の
さ
ら
な
る

発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
団
員
一
同
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

⿓
つ
く
ば
ろ
ぼ
っ
と
サ
ー
ク
ル

つ
く
ば
ろ
ぼ
っ
と
サ
ー
ク
ル
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
交

換
・
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
週
⚑
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
及
び
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
が
主
な
活

動
で
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
学
生
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
当
サ
ー
ク
ル
は
毎
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
生
ロ
ボ
コ
ン
と
つ
く

ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
本
戦
出
場
、
つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
完
走
が
目
標
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
他
に
も
有
志
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
有
志
が
共
同
で
自
由
に
も

の
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

⿓
学
び
場
さ
く
ら
塾

学
び
場
さ
く
ら
塾
は
、
つ
く
ば
市
に
住
む
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
学
習
支
援
を
お
こ
な
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。
春
日
・
桜
・
台
坪
各
校
舎
で
の
週
に
⚑
回

ず
つ
の
活
動
に
加
え
、
年
に
⚑
回
の
合
宿
、
不
定
期
に
学
生
講
師

の
専
門
を
生
か
し
た
授
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。⽛
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
す
る
⽜⽛
筑
波
大
学

と
地
域
を
つ
な
ぐ
⽜
私
た
ち
は
そ
ん
な
熱
意
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で

活
動
に
臨
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な

団
体
で
あ
る
べ
く
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

⿓
筑
波
学
生
文
芸
賞
運
営
委
員
会

私
た
ち
は
⽛
学
生
の
、
学
生
に
よ
る
、
学
生
の
た
め
の
文
芸
賞
⽜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
つ
く
ば
地
域
の
学
生
を
対
象
と
し
た
文
芸
賞

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
募
集
対
象
は
勿
論
、
賞
の
運
営
や

作
品
の
選
考
な
ど
も
す
べ
て
学
生
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

活
動
の
主
目
的
は
、
つ
く
ば
地
域
に
お
け
る
学
生
の
文
芸
活
動
の

活
発
化
と
、
そ
の
活
躍
の
発
信
で
す
。
受
賞
作
品
は
冊
子
に
ま
と

め
て
筑
波
大
学
の
学
園
祭
に
て
配
布
し
て
い
る
他
、
筑
波
学
生
文

芸
賞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持

っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

⿓
ふ
る
さ
と
つ
く
ば
ゆ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ふ
る
さ
と
つ
く
ば
ゆ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
つ
く
ば
の

魅
力
的
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
の

学
生
と
住
民
が
、
地
域
の
良
さ
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
、

①
垣
根
を
越
え
た
関
係
を
築
く
こ
と
、
②
共
に
心
豊
か
な
暮
ら
し

と
環
境
、
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
、
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

毎
年
⚓
月
に
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場
で
開
催
す
る
お
祭
り
や
、
年

間
を
通
じ
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
地
域
と
人
、
人
と
人
と

を
繋
げ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
〝
ゆ
い
〟
溢

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参

12
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加
く
だ
さ
い
！

⿓
食
と
酒
東
北
祭
り
実
行
委
員
会

食
と
酒
東
北
祭
り
は
、
東
北
自
慢
の
食
と
酒
を
そ
の
場
で
味

わ
う
こ
と
の
で
き
る
お
祭
り
で
す
。
私
た
ち
は
、⽛
魅
力
溢
れ
る
東

北
⽜
を
体
感
で
き
る
場
、
人
と
人
と
が
繋
が
る
場
を
通
し
て
、
東

北
全
体
の
発
展
を
願
い
、
応
援
を
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
食
と
酒
東
北
祭
り
の
原
点
で
も
あ
る
、
震
災
後
の
東

北
の
人
々
と
の
出
会
い
か
ら⽛
東
北
に
関
心
を
抱
き
続
け
る
こ
と
⽜

が
復
興
へ
の
架
け
橋
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
は
、
震
災
か
ら
⚗
年
経
過
し
た
今
も
な
お
⽛
東
北
⽜
に
こ
だ
わ

り
、
つ
く
ば
に
住
む
多
く
の
人
々
に
様
々
な
東
北
の
魅
力
を
伝
え

た
い
と
想
い
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

⿓
筑
波
大
学
陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
駅
伝
チ
ー
ム

筑
波
大
学
陸
上
競
技
部
長
距
離
駅
伝
チ
ー
ム
は
毎
年
⚑
月
に
行

わ
れ
る
箱
根
駅
伝
出
場
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
箱
根

駅
伝
へ
出
場
す
る
た
め
に
は
、
箱
根
駅
伝
予
選
会
の
通
過
を
し
な

け
れ
ば
行
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
練
習
や
大
会
、
合
宿
な
ど
数
え

切
れ
な
い
程
の
鍛
錬
を
積
み
重
ね
、
予
選
会
通
過
に
向
け
挑
み
続

け
て
い
ま
す
。
箱
根
駅
伝
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
将
来
、
長

距
離
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
様
々
な

分
野
で
活
躍
で
き
る
学
生
へ
と
成
長
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
多
く
の
皆
様
の
⽛
再
び
箱
根
駅
伝
へ
出
場
し
て
ほ
し
い
⽜

と
い
う
期
待
や
想
い
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
チ
ー
ム
全
員
で
頑
張
り

ま
す
。
皆
様
の
応
援
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⿓
つ
く
ば
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

つ
く
ば
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、⽛
つ
く
ば
を
音
楽

で
楽
し
く
⽜
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
筑
波
大

学
は
、
学
園
祭
で
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
演
奏
し
て
も
ら
う
と

い
う
文
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
音
楽
好
き
の
有
志

が
集
ま
り
、
自
分
達
で
学
園
祭
に
プ
ロ
の
バ
ン
ド
を
呼
ぼ
う
と
活

動
し
て
い
る
の
が
私
達
で
す
。
資
金
も
、
こ
こ
数
年
は
茗
渓
会
に

支
援
を
い
た
だ
い
た
き
つ
つ
、
自
分
達
で
学
園
祭
な
ど
に
出
店
を

だ
し
資
金
繰
り
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
地
域
で
の
音
楽
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
す
る
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

⿓
つ
く
ば
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
実
行
委
員
会

⽛
つ
く
ば
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
⽜
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ

ロ
奏
者
に
よ
る
演
奏
会
を
学
生
無
料
、
一
般
に
は
低
価
格
で
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
へ
の
関
心
の
入
り
口
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
す
る
団
体
で
す
。
企
画
・
広
報
だ
け
で

な
く
、
昨
年
度
か
ら
は
企
業
協
賛
の
募
集
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
資
金
集
め
の
段
階
か
ら
学
生

が
中
心
と
な
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
第
⚗
回
と

な
る
本
年
度
は
、
読
売
交
響
楽
団
か
ら
金
管
五
重
奏
を
迎
え
ま
す
。

来
て
く
だ
さ
る
方
々
の
心
に
残
る
あ
た
た
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
目

指
し
て
、
委
員
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⿓
つ
く
ば
院
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ｇ
Ｎ
)

⽛
つ
く
ば
院
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ｇ
Ｎ
)⽜
は
筑
波
大
学
や
学

園
都
市
内
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
大
学
院
生
が
つ
く
ば
の
研
究

成
果
を
学
内
お
よ
び
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
様
々
な

企
画
を
行
う
団
体
で
す
。
具
体
的
に
は
、
研
究
を
一
般
に
紹
介
す

る
⽝
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
⽞、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト
⽝
学
生
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル
⽞、
異
分
野
の
研
究
者
の
知

見
の
交
換
を
目
的
と
す
る
⽝
つ
く
ば
学
会
⽞
等
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
昨
今
つ
く
ば
市
で
は
国
際
的
な
学
術
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
に
行

わ
れ
、
本
年
は
⚙
回
目
と
な
る
Ｔ
Ｇ
Ｓ
Ｗ
が
開
催
、
⚒
⚐
⚑
⚙
年

は
世
界
の
若
手
研
究
者
が
一
堂
に
集
ま
る
⽛
筑
波
会
議
⽜
が
開
催

予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
本
年
度
以
降
は
こ
れ
ま

で
の
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
、
英
語
を
用

い
た
研
究
発
信
技
術
の
向
上
支
援
、
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
う
予

定
で
す
。

⿓
大
林

格

こ
の
度
、
休
学
経
験
者
ら
に
よ
る
⽛
休
学
⽜
紹
介
書
の
制
作
と

出
版
を
企
画
致
し
た
く
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
企
画
は
、

全
国
の
休
学
経
験
あ
る
学
生
に
よ
る
寄
稿
書
で
、⽛
休
学
⽜
の
世
界

の
多
様
性
に
対
す
る
社
会
的
理
解
を
高
め
、
と
り
わ
け
若
い
世
代

に
対
し
、
進
路
選
択
の
一
助
と
な
り
う
る
書
を
提
供
す
る
こ
と
、

を
目
的
に
置
い
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
一
方
で

ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

⽛
休
学
⽜
と
い
う
選
択
肢
、
大
学
と
い
う
学
び
の
場
を
離
れ
て
異
な

る
形
で
多
様
な
⽛
学
び
⽜
を
得
て
い
る
休
学
生
の
紹
介
す
る
こ
と

で
、
日
本
社
会
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
ま
す
。

⿓
古
畑

翼

私
は
世
界
や
日
本
の
大
学
同
窓
会
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
お
い
て
世
界
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
大
学
。
国
立
大
学
法
人
化
後
の
日
本
も
含
め
た
世
界
各
国
は

そ
れ
を
模
範
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す

が
、
同
じ
発
展
途
上
の
過
程
に
い
る
カ
ナ
ダ
の
大
学
で
の
例
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
大
学
職
員
の
方
々
や
現
地
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
、
日
本
の
大
学
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
や
課

題
が
あ
る
の
か
、
各
国
の
文
化
が
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を

調
査
し
ま
し
た
。

⿓
Ｈ
Ｓ
Ｃ
ａ
Ｔ

学
生
宿
舎
は
公
共
の
場
で
す
の
で
、
公
衆
衛
生
等
の
観
点
か
ら

野
良
猫
が
宿
舎
周
辺
を
徘
徊
す
る
よ
う
な
状
況
は
忌
避
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
、
動
物
愛
護
の
精
神
に
基
づ

い
て
⽛
優
し
い
⽜
方
法
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
の
が
我
々
Ｈ
Ｓ
Ｃ

ａ
Ｔ
の
活
動
理
念
で
す
。
ま
ず
、
新
し
い
猫
を
発
見
次
第
、
去
勢

手
術
を
施
し
て
こ
れ
以
上
猫
が
増
加
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
ま

す
。
去
勢
手
術
を
施
し
た
猫
は
、
医
療
機
関
に
よ
る
診
察
の
後
、

も
と
い
た
場
所
に
返
し
ま
す
。
そ
う
し
て
宿
舎
周
辺
に
放
た
れ
た

猫
を
我
々
の
管
理
の
も
と
で
お
世
話
し
、
猫
と
人
と
の
共
生
を
目

指
し
ま
す
。
以
上
が
我
々
Ｈ
Ｓ
Ｃ
ａ
Ｔ
の
活
動
で
す
。

⿓
筑
波
大
学
応
援
部
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

我
々
、
筑
波
大
学
応
援
部
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
筑
波
大
学
を
元
気
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
先
頭
に
立
ち
熱

く
応
援
を
先
導
す
る
リ
ー
ダ
ー
部
、
と
び
き
り
の
笑
顔
と
元
気
な

ダ
ン
ス
で
選
手
を
鼓
舞
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、
楽
器
を
武
器
に

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
追
い
風
を
作
り
出
す
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
バ
ン
ド
部
の

三
部
で
力
を
合
わ
せ
、
総
勢
77
名
で
ひ
と
つ
の
応
援
を
作
り
上
げ

て
い
ま
す
。
活
動
と
し
て
は
各
体
育
会
応
援
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

広
報
・
盛
り
上
げ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
応
援
、
そ
し
て
雙
峰
祭
や
単

独
公
演
で
あ
る
桐
華
祭
（
来
年
⚑
月
27
日
）
で
の
演
目
披
露
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

13
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茗渓・東西南北

平
成
28
年
度
秋
田
茗
渓
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

新
潟
茗
渓
会
活
動
報
告

茗
渓
・
東
西
南
北

新
潟
茗
渓
会
は
、
現
在
479
名
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に
お
け
る
主
な
活
動
・
予
定
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
29
年
度

活
動
報
告
】

•
⚗
月
⚑
日
(土
)新
潟
茗
渓
会
総
会

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
役
員
改
正
、
平
成
29
年

度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
潟
県
立
図
書

館
の
有
本
教
子
さ
ん
（
Ｈ
⚔
筑
波
大
二
日
卒
）、
水
野
将
吾
さ
ん

（
Ｈ
28
筑
波
体
卒
）
か
ら
会
員
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

•
10
月
15
日
(日
)新
潟
茗
渓
会
研
修
会

志
田
哲
也
さ
ん
（
Ｈ
⚖
筑
波
大
体
卒
・
十
日
町
高
教
頭
）
と
田

辺
直
子
さ
ん
（
Ｈ
⚘
筑
波
大
修
地
卒
・
燕
中
等
教
育
教
諭
）
か

ら
体
験
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
島
郁

雄
さ
ん
（
Ｓ
55
筑
波
大
修
体
卒
）
か
ら
⽛
先
輩
か
ら
の
お
話
⽜

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

•
⚒
月
24
日
(土
)教
員
志
望
者
研
修
会
・
若
手
教
員
教
育
懇
談
会

平
成
31
年
度
教
員
採
用
選
考
に
向
け
て
研
修
会
を
開
催
し
、
学

生
・
非
常
勤
講
師
か
ら
⚔
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
変
熱
心
に
受

講
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
育
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
活
動
報
告
及
び
活
動
予
定
】

•
⚗
月
⚗
日
(土
)

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
新
潟
食
糧
農
業
大
学
学

長
の
渡
辺
好
明
さ
ん
（
Ｓ
43
東
京
教
育
大
卒
・
元
農
林
水
産
事

務
次
官
）
か
ら
学
生
時
代
や
仕
事
で
の
思
い
出
話
を
し
て
い
た

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
っ
て
、
金
沢

東
京
間
の
所
要
時

間
は
最
短
で
約
⚒
時
間
半
と
な
り
、
都
心
と
の
両
方
向
の
ア
ク
セ

ス
は
も
と
よ
り
、
東
北
な
ど
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
良
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
客
を
は
じ
め

大
変
多
く
の
方
々
が
来
県
さ
れ
、
開
業
か
ら
⚓
年
半
を
過
ぎ
た
現

在
も
そ
の
状
況
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
県
の
Ｈ
Ｐ
で
は
⚔
つ
の
エ
リ
ア
ご
と
に
こ
ん
な
紹
介
が
さ
れ

て
い
ま
す
。⽝
山
・
里
海
の
恵
み
を
味
わ
い
、
原
風
景
を
愛
で
る
…

能
登
⽞、⽝
城
下
町
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
歴
史
文
化
に
親
し
む
…

金
沢
⽞、⽝
霊
峰
白
山
で
山
歩
き
・
絶
景
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
…
白

山
⽞、⽝
湯
の
ま
ち
散
策
と
上
質
の
お
も
て
な
し
を
愉
し
む
…
加

賀
⽞。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
こ

と
が
本
県
の
良
さ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
金
沢
港
の
機

能
強
化
整
備
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
の
移
転
整
備
、
金

沢
城
の
鼠
多
門
・
鼠
多
門
橋
の
復
元
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
茗
渓
の
皆
様
に
も
、
ま
す
ま
す
魅
力
い
っ
ぱ
い

と
な
る
石
川
県
に
ぜ
ひ
お
越
し
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
平
成
29
年
度
の
茗
渓
会
石
川
県
支
部
総
会
・
懇
親
会
は

⚒
月
27
日
(土
)に
金
沢
市
内
の
⽛
よ
し
久
⽜
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
毎
年
⚑
回
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
こ
の
会
で
は
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
に
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
懇
親
会
の
最

後
に
は
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
を
全
員
で
輪
に
な
っ
て
歌
う
と
い
う

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
先
輩
方
の
貴
重
な
お
話
を

伺
え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
若
手
会
員
か
ら
大
雪
に
係
る
行
政
対

応
の
苦
労
話
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
一
方
で
、
こ
こ
数
年
30
名
前
後
で
推
移
し
て
い
た
参
加

者
数
が
、
昨
年
度
は
15
名
と
大
変
少
な
い
人
数
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
具
体

的
な
方
策
を
考
え
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
参
加

者
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
が
あ
る
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
改
善

だ
き
、
そ
の
後
の
交
流
会
で
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
当
日
は
こ
の
夏
に
三
条
で
行
わ
れ
る
野
球
の
サ

マ
ー
リ
ー
グ
（
東
京
六
大
学
、
首
都
大
学
リ
ー
グ
等
、
⚑
・
⚒

年
生
中
心
の
リ
ー
グ
戦
）
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
筑
波
大
野
球
部
の
現

役
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
緒
に
交
流
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
例
年
通
り
、
10
月
の
研
修
会
、
⚒
月
の

教
員
志
望
研
修
会
を
行
う
予
定
で
す
。

最
近
は
、
新
し
く
新
潟
茗
渓
会
員
に
加
入
さ
れ
る
方
の
連
絡
が

減
少
し
、
会
員
数
が
減
っ
て
い
る
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々

な
機
会
を
通
し
て
本
会
が
益
々
盛
り
上
が
る
よ
う
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責

事
務
局

夏
見

康
彦
)

石
川
茗
渓
会
活
動
報
告

常
陽
銀
行
茗
渓
会
活
動
報
告

仲
間
の
顔
が
見
え
る
⽛
常
陽
銀
行
茗
渓
会
⽜
総
会
に
参
加
し
て

新潟茗渓会総会 Ｈ30.7.7
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策
を
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
連
絡
体
制
の
強
化

や
、
開
催
時
期
の
再
考
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
参
加
者
が
教

育
関
係
者
に
偏
っ
て
い
た
り
、
体
育
関
係
者
が
大
半
を
占
め
て
い

た
り
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平

成
30
年
度
よ
り
新
た
に
支
部
長
に
就
任
し
た
田
井
友
章
氏
を
中
心

に
、
そ
う
い
っ
た
現
状
を
打
破
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
茗
渓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
茗
渓
会
石
川
県
支
部
の
活
動
に
御
指
導
・
御
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責

石
川
茗
渓
会
支
部
長

田
井
友
章
)

近
畿
の
地
域
組
織
等
の
代
表
者
等
が
集
う
二
つ
の
集
い
は
、
世

界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
景
勝
地
と
し
て
も
有
名
な
比
叡
山

⽛
延
暦
寺
⽜
が
臨
ま
れ
る
滋
賀
県
大
津
市
琵
琶
湖
岸
に
あ
る
県
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

①
第
⚒
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

こ
の
会
議
は
、
全
国
で
最
初
の
第
⚒
回
開
催
で
あ
り
、
多
く
の

代
表
者
が
出
席
し
た
前
向
き
な
意
見
交
換
の
場
で
あ
っ
た
。
当
日

は
、
町
田
登
滋
賀
茗
渓
会
代
表
が
進
行
役
を
務
め
、⽛
地
域
組
織
等

の
活
性
化
に
向
け
て
⽜
を
テ
ー
マ
と
し
て
熱
心
な
協
議
が
行
わ
れ

た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈠
昨
年
の
代
表
者
会
議
で
出
た
よ
う
に
、
本
日
の
講
演
会
及
び
滋

賀
茗
渓
会
総
会
と
懇
親
会
に
皆
が
出
席
し
て
も
ら
い
た
い
。

㈡
今
後
、
総
会
日
程
は
、
時
間
や
講
師
選
定
に
つ
い
て
女
性
を
含

む
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
き
た
い
。

㈢
会
員
か
ら
、⽛
会
費
を
ど
こ
ま
で
払
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
⽜
と
の
質
問
が
多
い
。

㈣
総
会
開
催
案
内
は
、
郵
送
か
ら
メ
ー
ル
も
可
能
と
す
る
た
め
、

本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
ア
ド
レ
ス
を
調
査
し
て
い
る
。

㈤
各
地
域
組
織
等
で
関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
等
産
業
界
で

活
躍
す
る
会
員
の
実
態
把
握
や
隣
接
地
域
間
で
の
異
業
種
交
流

の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

㈥
副
会
長
（
産
業
人
）
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
産
業
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。

②
講
演
⽛
筑
波
大
学
の
今
⽜
に
つ
い
て
茗
渓
会
理
事
・
筑
波
大
学

副
学
長
の
佐
藤
忍
教
授
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
概
要
は
、
母
校
・
筑
波
大
学
は
、
45
年
前
に
東
京
教
育
大

学
の
後
継
と
し
て
筑
波
の
地
に
開
か
れ
た
。
そ
の
理
念
は
、
国
内

的
に
も
国
際
的
に
も
開
か
れ
て
い
て
、
多
様
性
と
柔
軟
性
を
有
す

る
新
し
い
大
学
の
機
能
を
開
発
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
現
在
、
国
際
性
と
学
際
性
を
兼
ね
備
え
た
世
界
に

石川茗渓会

第
2
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

平
成
30
年
度
滋
賀
茗
渓
会
総
会
(6
月
2
日
)か
ら

開
か
れ
た
大
学
、
そ
し
て
体
育
と
芸
術
と
い
う
真
に
総
合
的
な
大

学
、
し
か
も
研
究
大
学
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
等
々
の
お
話
で
、
参
加
者
が
母
校
に
対
す
る
期
待
感

を
一
層
強
く
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
講
演
会
に
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
と
滋
賀
茗
渓
会
総
会
の
出
席
者
が
参
加
し
た
。

③
引
き
続
き
、
滋
賀
茗
渓
会
総
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
も
出
席
し
、
隣
接
地
域
組

織
間
の
集
ま
り
と
し
て
熱
心
さ
と
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
印
象
に
残
る
仲
間
の
交
流
で
あ
っ
た
。

（
文
責

組
織
委
員
会
委
員
長

川
田
孝
一
)

代表者会議
講演⽛筑波大学のいま⽜
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the lond iii)of Iudee for drede iv)of kyng Heroud. And
there lyth the body v)of Seynt Barbre the virgine and
martyr. And there dueled Ioseph whan he was sold vi)of
his brethetren. And there made Nabugodonozor the kyng
putte iii. children into the forneys vii)of fuyr for thei
weren in the right trouthe viii)of beleeue, the whiche
children men cleped Ananya, Azaria, Mizaelle, as the
psalm ix)of Benedicite seith.
注：i) of our lady, ii) of the land, iii) of the Jew, iv) of

King Herod, v) of Saint Barbara the virgin and
martyr, vi) by his brethren, vii) of fire, viii) of
belief, ix) of Benedict

一方、(2)の例は中英語後期の詩人チョーサー（Geoffrey
Chaucer, 1340頃-1400）の代表作⽝カンタベリ物語⽞（The
Canterbury Tales, 1387-1400頃）の一部である。韻文である
ことから、語順はかなり柔軟であるが、of句の意味と用法は
現在のものとほぼ同じである。⚑行目には所有限定詞のhire
‘her’が用いられている。

(2) Of small coral aboute hire arm she bar
A peire of bede, gauded al with grene,
And theron heng a brooch of gold ful sheene,
‘Of small coral about her arm she carried’
‘A pair of beads, furnished all with green colour’
‘And thereupon hang a brooch of gold full bright,’

(General Prologue 158-160)

特殊な所有構文

日本語から判断すると所有表現であることが歴然としてい
るが、回りくどいと思われる(3)のような表現が英語には少
なくない（Declerck 1991：285）。このような表現の問題点は
⚒つあり、一つは、矢印で示したように所有限定詞名詞を
動詞の目的語にできないのか、もう一つは、意味上は明らか
にhis, herという所有限定詞で表せるものが theとなるのは
なぜか、ということである。

(3) a. He shot himself through the heart.⽛自分の心臓を
撃ち抜いた⽜⇒ shot his heart

b. She slapped him on the face.⽛彼の顔を叩いた⽜
⇒ slapped his face

c. I took her by the arm.⽛彼女の腕を掴んだ⽜
⇒ took her arm

d. He was hit on the head.⽛頭を殴られた⽜
⇒ hit his head

e. Someone shot him in the back.⽛彼の背中を撃った⽜
⇒ shot his back

f. A boulder fell him on the head.⽛彼の頭を襲った⽜
⇒ fell on his head

(3)のような構文には(4)のような制約が課されているが
（Declerck 1991：285-6)、(3)の日本語訳とこれらの制約から
判断すると、(3)の英文は所有表現の一種であることがわかる。

(4) a. theは前置詞の後に置かれなければならない。
b. 前置詞句は身体の部位に言及するものでなければな
らない。
c. 身体の持ち主は文または直接目的語と同じ節ですで
に言及されていなければならない。
d. 当該の人物は動詞の行為や行動の影響を受ける⽛被
動者⽜(patient)でなければならない。

そうであるならば、(3)の英文は所有関係をより明確にで
きる矢印のような構文になれないのであろうか。実際、(5)の
ように人称代名詞や固有名詞が⽛被動者⽜として⽛殴打⽜を
表す動詞の直接目的語になっている例が時おり生じる。ただ
し、いずれも身体の部位は明記されていない。このことから、
被動者と身体の部位を共に提示する必要がある場合、(3)の
ような特殊な構文となることがわかる。(3)の例では、他動詞
の目的語のhimself, him, herはいずれも旧情報であるが、そ
の後の場所を示す前置詞句は新情報であり、それぞれの文の
焦点となっている。このような⚒つの情報の相違を考慮する
と、新旧の情報を統合した(3)の矢印のような表現よりも、人
称代名詞を他動詞の目的語に据えて、文構造上不可欠な要素
を完結させた上で、新情報は別途、前置詞句として文末に置
く方が好ましいと思われる。なお、(5)の例はBeatrix Potter
(2012)のThe Complete Talesから得た。

(5) a. He was in disgrace; Flopsy wrung her ears, and
slapped him.⽛耳をひねって彼をぶった⽜
b. the pail had hit poor old Tommy Brock, and killed
him dead!⽛バケツが哀れな老人トミー・ブロックに当
たった⽜
c. Then he came back to the basket and took out his
son by the ears, and whipped him with the little stick.
⽛彼をぶった⽜
d. The knife crumpled up and hurt him;⽛彼を傷つけた⽜
e. He put the ham in the middle of the floor, and hit it
with the tongs and with the shovel ⽛それを叩いた⽜

む す び

現代英語の⚓種類の所有表現の起源は異なるが、それぞれ

独自の用法と制約に基づき、かなり有効に機能している。前
置・後置、および形式上の区別によって柔軟な所有表現を可
能にしていると言える。また、そのように発達してきたこと
が歴史的にも裏付けられる。古英語の⽛利害の与格⽜(dative
of interest）の例は(3)の特殊な所有構文の起源を探るための
貴重な情報源であるが、紙面の都合により、詳細は別の機会
に譲ることにする。いずれにせよ、現在の英語は過去の様々
な変化の所産であり、英語に関する疑問の多くは過去にさか
のぼると氷解することが多い。
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茗渓会公開講座 平成30年⚗月28日㈯
⚑時半～⚓時 茗渓会館

藤原教授の英語のはなし 第17弾
⽛英語の所有表現に挑む！⽜

講 師：藤 原 保 明 (筑波大学・聖徳大学名誉教授)

はじめに
⽛弟の靴⽜、⽛顔のしわ⽜、⽛教室の黒板⽜のように密接な関係
にあるものを結びつける場合、日本語では格助詞の⽛の⽜だ
けですむ。しかし、英語にはmy, your, theirなどの所有限定
詞、名詞の-’s形、of句など⚓通り以上の方法があり、使い
分けが必要となるが、これらの⽛所有表現⽜の用法は単純で
はなく、さまざまな疑問も伴う。たとえば、a girl’s school,
books, ours, eatsの下線部の語尾は意味や役割が異なるにも
かかわらず、なぜ同じ< s>[s/z]でなければならないのか。
⽛テーブルの脚⽜は the table’s legsではなく the legs of the
tableとするのは tableが無生物であることが原因なのか。
⽛彼女は私の顔をぶった⽜は She slapped my faceより She
slapped me on the faceの方が好ましいのはなぜなのか。こ
のような疑問を解消する手立てとして、歴史的考察は今回も
有効であることがわかった。

- ʼs形の出現

a man’s sweater, a bird’s nest, children’s clothesのよう
に、名詞を所有の限定詞として用いる場合の-’sは-esの省
略形である。しかも、あいまい母音が省略された後、省略記
号の上付きの⽛’⽜が用いられるようになったのは18世紀から
である。それゆえ、17世紀初頭の有名なハムレットの台詞 in
myminds eye, Horatio.⽛心の目の中でだよ、ホレーショウ⽜
のように、その当時の名詞の単数・所有格はmind’sではなく、
複数形のmindsと同形であった。
それではなぜ所有形の語尾と複数形の語尾が同じなのか。
実は、古英語（700-1100年頃)では、名詞の単数・属格（所
有格)の語尾は scipes ‘ship’s’の -esだけではなく、scine
‘shin’の -e， oxan ‘ox’の -an, suna ‘son’の -aなど、多様で
あった。多様であっても、生物・無生物の区別なく、すべて
の名詞が属格形の語尾を伴っていた。それゆえ、ラテン語の
tabulaから借用した tabule ‘table’の属格形も中英語後期に
は tabelesとなり、of句が所有を表すようになる14世紀頃ま
では⽛テーブルの脚⽜は tabeles legであったはずである。
名詞の複数形の語尾も単数形の場合とほぼ同様に、古英語
の末期から中英語（1100-1500年頃）にかけて母音も子音も弱
化し、最終的に中英語の末期には-s以外はすべて消失した。
強勢アクセントが語頭に近い音節に固定していたこと、文中
での語順の規則が確立してきたこと、多様な語尾変化が不要
になったことなどが屈折語尾の消失の最大の原因である。
動詞の語尾変化も同様に弱化と消失の過程をたどった。過
去・過去分詞の語尾は伝統的な- t/-dが維持されていたが、

⚓人称・単数・現在形の語
尾-ethは北寄りの方言の
-esが次第に優勢となり、
最終的に-ethは廃用とな
った。
13世紀頃以降、所有限

定 詞 の her, our, your,
theirから、それぞれに対
応する所有代名詞の hers,
ours, yours, theirsなどが

作られたが、この場合にもやはり-s語尾が用いられた。

-s語尾出現の背景

それゆえ、語彙範疇や機能の異なる⚔種類の語形に同じ語

尾-sが用いられるようになったことに対して疑問が生じる
のは当然である。この疑問を氷解してくれるのは文中での統
語関係と音声上の機能であろう。名詞と代名詞の主格と目的
格はそれぞれ他動詞の前後に位置することから、両者を語形
で区別する必要性は高くはない。それゆえ、両者を統合した
⽛通格⽜と属格（所有格）が明確に区別できれば、統語上大
きな混乱は生じない。通格と属格をなるべく明瞭に区別でき
る手段として-sが選ばれた動機の⚑つはこの辺りにありそ
うである。動詞の過去・過去分詞の語尾として確立している
– t/-d以外に、他の語彙範疇の屈折形との区別が最も明確な
のは⽛騒音性⽜（noise）が大きい摩擦音の [s/z]であると判断
されたのは自然な流れである。

of句の出現

現代英語の前置詞の ofは古英語の of [of]までさかのぼれる

が、その中核的な意味は‘from, out of ’であり、周辺的な意味
として‘among, concerning, about, derived from, made of,
belonging to’があった。この ofと同じ形式の副詞 ofは‘away,
absent’の意味を表し、中英語期以降は offと綴られ、of [ɔv]
とは明確に区別されるようになった。
中英語に入ると、名詞の屈折語尾の弱化と消失に伴って生
じてきた文中における語の機能上の不明瞭さを補うために、
前置詞句の使用が徐々に増加し始めた。とりわけ、周辺的な
種々の意味を表していた of句の発達は目覚ましく、中英語
後期になると ofは使用頻度が最も高い前置詞の⚑つとなっ
た。とりわけ、所有・所属・同格・関連などを表す用法が増
加した。(1)に示した1400年頃の⽝マンデヴィル旅行記⽞
（Mandeville’s Travels）の⚑節では、名詞を後方から修飾す
る of句は⚙例も用いられているが、名詞を前方から修飾する
所有限定詞はhisが⚑例（⚖番目の of句の中に）見られるが、
-’s形は⚑例も見当たらない。ちなみに、受動文の動作主
（agent）を示す前置詞の byも ofで表されているのは興味深
い。

(1) At Babyloyne there is a faire chiriche i)of oure lady
where sche dwelled vii. yeer whan sche fleygh out ii)of
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司
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嶋
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武
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松
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松
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山

治
樹

占
部

和
章

海
老
原

利
子

江
本

秀
明

遠
藤

俊
郎

大
石
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岡
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藤
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河
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静
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木
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秀
子

桑
原

保
雄

小
成

幸
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小
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正
之
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隆
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井

裕

佐
藤

勝
郎

三
條

和
男

柴

是
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清
水

勝
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須
藤

健
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清
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誠

高
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高
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大
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郎

髙
橋
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竹
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巧

建
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淳

立
石

秀
樹

種
田
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夫

塚
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鶴
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尚
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寺
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冨
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治

友
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武
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正
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永
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永
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笛
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晃

福
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純
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福
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尚
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寳
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俊
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増
原

光
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松
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宏
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松
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裕

三
国

藤
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宮
城

晴
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宮
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夏
樹

村
木

逸
子

山
梨
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子

吉
雄

健
太
郎

芳
野

弘
明

渡
部

秀
一

(五
十
音
順
･敬
称
略
)

占春園再生プロジェクト 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2018年⚙月20日現在
(追補版) （ご協力者人数・金額 597名・11,653,000円)
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森

吉
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永
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安
田
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順
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称
略
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前
回
の
ご
芳
名
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
)
内
野

春
喜

（
誤
)
内
野

晴
喜
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会費完納会員の皆さまへ
平成30年10月15日

一般社団法人 茗 渓 会
理事長 江 田 昌 佑

平成30年度⽝茗渓フェロー⽞
ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していく
ために、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学に
わたる多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実
業界に活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携
を強化することを目的として、⽛茗渓会拡充キャン
ペーン⽜を推進し、その一つとして会費完納会員を
対象とした⽛茗渓フェロー⽜を創設いたしましたと
ころ、これまでに多数の方からのご協力をいただき
ました。
誠にありがとうございました。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会へ
のご支援をいただき、これまで本会を支えていただ
きましたことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生
に、一層の支援をすることは勿論ですが、本会の
老・壮・青の力を集めて大きく発展することを期し
ています。そのためにも、皆さまには本年度もご協
力をお願い申し上げる次第でございます。

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて

⽛茗渓フェロー⽜として、皆さまからの寄付をしてい
ただき、今後の茗渓会の運営に寄与していただくこ
とを目的といたします。
⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間
⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上

郵便局窓口またはATMから送金してくだ
さい。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘
桁の番号）
新たにクレジットカードでお支払いもできる
ようになりました。詳細は事務局までお問い
合わせください。

⚓ 季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたしま
す。

⚔ 納入口数に応じて、記念品を贈呈しておりま
す。

 

 













































































































































































季刊誌⽝茗渓⽞正月号に
誌上交流広告掲載ご協力のお願い
日頃から、茗渓会にご支援・ご協力いただきまし

て、ありがとうございます。
さて、季刊誌⽝茗渓⽞では、年⚒回、誌上を使っ

て、会員相互の交流を図るために交流広告を募集し
てまいりました。次号(1100号)では、⽛年頭の挨拶⽜
を交わす誌上交流を会員の皆さま全員にお願いして
掲載致したいと存じます。
下記の要領により、ご応募くださいますようお願

いいたします。

記

掲載方法
季刊誌⽝茗渓⽞正月号（1100号）誌上
上段に⽛謹賀新年 平成31年 今年もよろしく

お願いいたします⽜のタイトルを標記いたします。

掲載対象
茗渓会等の代議員・理事・監事・各地域組織等

の代表者（会長・支部長・校長等）をはじめ、会
員の皆さまにお願いします。

掲載内容
地域組織の代表者名、個人名、連絡先、卒業年、

卒業学科、学類及びコメント(30字程度)
コメントは、例えば今年の抱負、総会等の主な

行事、サークルや同期会等のお知らせ等々を、全
国の仲間と交流してください。

掲載文の連絡方法
FAXまたはメール等で、本部事務局宛ご連絡

ください。

掲載協力金
⚑件に付き10,000円をご協力ください。
協力金は本部事務局までご送金ください。

原稿等の締切り
平成30年11月23日(金)です。

連絡先
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会 事務局長 髙野 力
TEL 03-3941-0136
FAX 03-3941-7674
E-mail info@meikei.or.jp

＊印刷業者からゲラが出てまいりましたら、お送り
して、確認していただきます。
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小
・
中
学
生
向
け
学
習
イ
ベ
ン
ト

⽛
ち
ょ
こ
っ
と
探
究
ク
ラ
ブ
⽜
を
開
催

⚘
月
27
日
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文
京
校
舎
に
お
い
て
、
小
学
校

高
学
年
〜
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
イ
ベ
ン
ト
⽛
ち
ょ
こ
っ
と

探
究
ク
ラ
ブ
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
250
人
が
訪
れ
、
校
舎

⚑
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
⚖
つ
の
教
室
に
設
け
ら
れ
た
10
コ
ー
ナ
ー
を

巡
り
な
が
ら
、
工
作
や
観
察
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
し
、

夏
休
み
終
盤
の
⚑
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
⽛
ち
ょ
こ
っ
と
⽜
シ
リ
ー
ズ
は
、
毎
年
⚔
月
の
科
学
技
術

週
間
に
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
⽛
キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
⽜
の
姉
妹
版
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
少
し
ず

つ
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、今
回
で
⚓
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
、
本
学
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
活
動
を
紹
介
し
、
そ

の
一
端
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
、
現

在
の
学
校
で
の
学
び
と
大
学
で
の
研
究
と
の
関
連
を
発
見
し
た
り
、

将
来
の
進
路
選
択
の
き
っ
か
け
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

第
18
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
2
0
1
8

ジ
ャ
カ
ル
タ
･パ
レ
ン
バ
ン
で
在
学
生
･卒
業
生
が
活
躍

⚘
月
10
日
か
ら
⚙
月
⚒
日

に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ

た
、
第
18
回
ア
ジ
ア
競
技
大

会
に
お
い
て
、
在
学
生
・
卒

業
生
22
人
が
15
の
競
技
に
出

場
し
、
体
育
専
門
学
群
⚓
年

梶
原
悠
未
さ
ん
が
自
転
車
競

技
ト
ラ
ッ
ク
女
子
オ
ム
ニ
ア

ム
、
卒
業
生
の
小
林
悠
輔
さ

ん
が
柔
道
競
技
男
女
混
合
団

体
90
キ
ロ
級
で
そ
れ
ぞ
れ
金

メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
と
合
わ
せ
て
、
本
学
関
係
者
は
、
計
15
個
（
金
⚒
個
、
銀
⚕

個
、
銅
⚘
個
）
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

⽛
き
ぼ
う
⽜
で
行
わ
れ
た
研
究
成
果
が
、

2018
ISS
A
w
ard
forC
om
pelling
Resultsを
受
賞

医
療
系
の
高
橋
智
教
授
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）
と
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
を
活
用
し
た

顕
著
な
研
究
成
果
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
⽛
ISS

A
w
ard
for
Com
pelling

Results⽜
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
な
ど
宇
宙
開
発
研
究
を

推
進
す
る
機
関
が
主
催
し
、

米
国
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
紹
介
す

る
イ
ベ
ン
ト
⽛
ISS
R&
D

Conference⽜
に
お
い
て

選
出
さ
れ
る
賞
で
す
。

今
回
、
高
橋
教
授
ら
が
受
賞
し
た
研
究
成
果
は
、⽛
マ
ウ
ス
の
筋

肉
へ
の
重
力
影
響
に
関
す
る
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
分
析
⽜
で

す
。
日
本
実
験
棟
⽛
き
ぼ
う
⽜
に
お
い
て
、
微
小
重
力
お
よ
び
人

工
重
力
（
⚑
Ｇ
）
環
境
下
で
の
マ
ウ
ス
の
長
期
飼
育
に
世
界
で
初

め
て
成
功
し
、
重
力
が
動
物
の
骨
や
筋
肉
の
量
に
与
え
る
影
響
を

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
動
物
の
身
体
の
形
を
決
め
る
重
要
な
要
素
と

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
生
物
学
・
生
理
学
の
発
展
に
も
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
表
彰
2
0
1
8
受
賞
！

シ
ス
テ
ム
情
報
系
の
山

際
伸
一
准
教
授
が
代
表
を

務
め
る
、
本
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
、
ス
ト
リ
ー
ム
テ
ク

ノ
ロ
ジ
株
式
会
社
と
九
州

工
業
大
学
は
、⽛
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
表
彰
⚒
⚐
⚑

⚘
⽜
に
お
い
て
、⽛
科
学
技

術
振
興
機
構
理
事
長
賞
⽜

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
大
学
等
に

お
け
る
研
究
開
発
成
果
を

用
い
た
起
業
お
よ
び
起
業
後
の
挑
戦
的
な
取
り
組
み
や
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
と
も
に
、
特

に
そ
の
成
長
に
寄
与
し
た
大
学
や
企
業
な
ど
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

山
際
准
教
授
は
、
九
州
大
学
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
超
高
速

デ
ー
タ
圧
縮
技
術
を
開
発
し
、
市
場
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

独
自
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
技
術
は
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
扱
う
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
医

療
画
像
診
断
機
器
か
ら
身
近
な
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
電
子
機
器
に
搭
載
し
、
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
、
高
速
化
、
低
電
力
化
に
加
え
、
医
療
や
災
害
対
策
、
新
し
い

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
機
器
の
開
発
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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五
十
殿
利
治
特
命
教
授
が

第
68
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

松
本
正
幸
教
授
が
⽛
つ
く
ば
奨
励
賞
(若
手
研
究
者
部

門
）⽜
受
賞
、⽛
2
つ
の
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
シ
ス
テ
ム
と

そ
の
神
経
回
路
基
盤
⽜
に
関
す
る
研
究
が
評
価







































筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

柳
沢
正
史
教
授
が
⚒
⚐
⚑
⚗
年
度
朝
日
賞
を
受
賞

⽛自分の内側をはかる。そして知る。⽜コーナー(上)、
⽛スポーツ用具の進化を体験しよう⽜コーナー(下)

梶原悠未さん（体育専門学群⚓年)

医学医療系 高橋智教授（右から⚒番目)

システム情報系 山際伸一准教授（中央)
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
報
告

夏
休
み
中
に
、
多
く
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い

く
つ
か
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会

こ
の
発
表
会
は
、
全
国
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
が
一
堂
に
会
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
発
表
会
で
す
。
平
成
30
年
度
発
表
会
は
、⽛
科
学

と
対
話
す
る
夏
⽜
と
銘
打
た
れ
、
⚘
月
⚘
、
⚙
日
の
両
日
、
神
戸

国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
招
聘
校
26
校
を
含
む
234

校
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
科
学
部
生
物
班
の
⚔
名
（
高
校
⚓
年
男
女
各
⚒

名
）
が
参
加
し
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、

⽛
植
物
の
屈
性
と
エ
チ
レ
ン
の
関
係
を
探
る
～
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン

は
な
ぜ
逆
立
ち
を
す
る
の
か
～
⽜
で
し
た
。

⚔
人
は
中
学
⚒
年
か
ら
植
物
の
根
の
屈
性
（
環
境
に
応
じ
て
曲

が
る
現
象
）
の
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
（
⚒
⚐
⚑
⚖
年
に
は
、
日

本
学
生
科
学
賞
で
優
秀
賞
を
受
賞
）。
そ
の
中
で
、⽛
Ａ
Ｏ
Ａ
⽜
と

い
う
化
学
試
薬
を
使
う
と
、
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン
が
ま
る
で
逆
立
ち

を
す
る
よ
う
に
根
を
上
に
向
け
て
伸
び
る
現
象
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
現
象
が
な
ぜ
起
こ
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
で
、

⽛
エ
チ
レ
ン
⽜
と
い
う

植
物
ホ
ル
モ
ン
が
⽛
オ

ー
キ
シ
ン
⽜
と
い
う
別

の
ホ
ル
モ
ン
を
移
動
さ

せ
て
い
る
と
い
う
新
事

実
を
突
き
止
め
た
の
で

す
。プ

レ
ゼ
ン
で
は
、⽛
逆

立
ち
現
象
⽜
に
対
し
て

仮
説
を
立
て
て
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
検
証
し

て
い
っ
た
の
か
を
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
誠
実
な
発
表
姿
勢
は
と

て
も
好
評
で
し
た
。
次
々
と
絶
え
ず
発
表
を
聞
き
に
訪
れ
る
方
々

に
対
し
て
、
ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
手
分
け
し
て
説
明
し
、
質

問
に
も
的
確
に
答
え
な
が
ら
⚒
日
間
の
発
表
を
全
力
で
や
り
遂
げ

ま
し
た
。

発
表
生
徒
の
感
想
で
す
。⽛
ず
っ
と
続
け
て
き
た
研
究
の
集
大

成
と
な
る
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
⚕
年
間
で
様
々
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
積
み
上
げ
て
き
た
研
究
成
果
と
プ
レ
ゼ
ン

技
術
を
出
し
切
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
最
終
発
表
に
選
ば
れ
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
残
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
が
、
高
校
最
後
の
活
動
を
、
仲
間
と
一
緒
に
今
ま
で
に
学

ん
だ
こ
と
、
こ
こ
で
の
学
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。⽜

な
お
、
こ
の
研
究
の
最
後
の
実
験
は
、
蛍
光
顕
微
鏡
を
使
用
し

て
行
う
も
の
で
本
校
内
で
は
実
施
で
き
な
い
た
め
、
筑
波
大
学
の

実
験
室
で
、
大
学
の
先
生
方
や
学
生
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
実
験
に
必
要
と
な
る

試
薬
は
特
別
な
も
の
で
、
岡
山
理
科
大
学
の
林
謙
一
郎
先
生
の
ご

厚
意
に
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
全
国
数
学
生
徒
発
表
会

こ
の
発
表
会
は
、
大
阪
府
立
大
手
前
高
校
が
主
催
す
る
活
動
で
、

⚘
月
24
、
25
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
関
西
学
院
大
学
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
70
校
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
本

校
か
ら
は
科
学
部
数
学
班
⚒
名
（
高
校
⚒
年
男
子
）
が
参
加
し
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
、⽛
反
転

の
⚓
次
元
に
て
の
ツ
ー
ル
応
用
と
証

明
⽜、⽛
Ｉ
Ｂ
の
数
学
と
日
本
の
数
学

の
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
⽜
で
し
た
。

全
国
の
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

発
表
に
触
れ
探
求
心
を
大
い
に
触
発

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動

他
に
も
、
屋
久
島
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
埼
玉
県
春
日
部
高
校
と

の
合
同
研
究
12
名
参
加
）、
筑
波
大
学
サ
マ
ー
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
⚓
名
参
加
）、
産
総
研
一
般
公
開
・
中
高
理
科
系
ク
ラ
ブ
研

究
発
表
に
科
学
部
物
理
班
と
生
物
班
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
ラ
グ
ビ
ー
部
フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
と
交
流
試
合

フ
ラ
ン
ス
の
一
流
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
名
高
い
Racing

（
ラ
シ
ン
）
92
の
14
歳
以
下
の
チ
ー
ム
（
フ
ラ
ン
ス
Ｕ
14
優
勝
の
実

力
）
が
来
日
し
、
急
遽
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
交
流
試
合
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
⚗
月
⚕
日

(木
)放
課
後
に
本
校
人
工

芝
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
体
格
を
考
慮
し

本
校
は
代
表
チ
ー
ム
を
中

学
⚓
年
を
含
む
Ｕ
15
と
し
、

中
学
⚒
年
の
Ｕ
14
の
試
合

も
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

接
戦
の
末
本
校
が
両
チ
ー

ム
と
も
勝
利
し
ま
し
た
が
、

試
合
後
の
交
流
会
で
は
和

気
あ
い
あ
い
と
互
い
に
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚗～⚙月）
中学県総体総合成績：男子優勝(⚒年連続)・女
子⚖位
◎中学ラグビー部：全国大会準優勝（第⚙回
全国中学生ラグビー大会、⚘年連続⚘回目出場、
⚕年ぶりの決勝戦進出）
◎高校ラグビー部：第⚕回全国⚗人制大会11
位、福井国体出場(茗溪主体茨城選抜10月開催)
【全国中学大会】
体操：男子団体⚘位(関東大会⚒位)、
バドミントン部：男子団体⚑回戦(関東大会⚒
位)男子単⚑回戦男子複⚒回戦
【高校インターハイ結果】
柔道女子個人57kg級⚑回戦、体操女子個人総合
38位、バドミントン男子複⚒回戦、剣道女子個
人⚑回戦
◎科学部無線班：第15回全国ARDF大会中学高
校団体個人12のカテゴリーで複数入賞(⚒位～
⚔位)
【全国高校総文祭(長野県開催)出場】美術部
◎吹奏楽部：定期演奏会・⚗月31日ノバホール
(つくば市)

Ｉ
Ｓ
Ｓ
宇
宙
実
験
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
催
⽛
Try
Zero-G
⽜

途切れることなくやってくる来場者に手分けして
発表し、質問にもよどみなく答えていた

写真は⚗月22日に行われた産総研での
科学部物理班の発表の様子

日本のルールに合わせて12人制(スクラムは⚕人)と
した。来日直後で当日の厳しい暑さにもフランスチ
ームは苦しめられていた
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⽝
五
感
で
楽
し
む

蓮
図
鑑

～
見
る
、
育
て
る
、
味
わ
う
⽞

著

者
：
高
畑

公
紀
（
平
成
11
年
筑
二
生
）

生
蓮
寺
副
住
職
（
奈
良
県
五
条
市
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
159
頁

発

行

所
：
(株
)淡
交
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚑
月
28
日

蓮
の
チ
カ
ラ
で
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り
、
キ
レ
イ
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

五
感
を
駆
使
し
て
蓮
を
丸
ご
と
楽
し
む⽛
体
験
型
図
鑑
⽜！

世
界
初
！

蓮
の
開
花
時
期
が
分
か
る
図
鑑
で
す
。

各
品
種
の
花
容
の
変
化
を
複
数
の
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

（
帯
封
か
ら
)

目
次
概
要

•
見
て
綺
麗
に
な
る

•
育
て
て
綺
麗
に
な
る

•
食
べ
て
綺
麗
に
な
る

•
香
で
綺
麗
に
な
る

•
蓮
友
達
を
作
っ
て
、
出
か
け
て
綺
麗
に
な
る

•
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

•
手
を
使
っ
て
綺
麗
に
な
る

•
仏
教
叡
智
に
学
ん
で
綺
麗
に
な
る

（
茗
渓
会
事
務
局
)

⽝
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
自
然
観
察
⽞

著

者
：
唐
沢

孝
一
（
41
年
教
大
理
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
観
察
大
学
学
長

都
市
鳥
研
究
会
顧
問

本
の
大
き
さ
：
新
書
判

全
182
頁

発

行

所
：
中
央
公
論
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚔
月
25
日

ヒ
バ
リ
は
な
ぜ
天
高
く
舞
い
な
が
ら
さ
え
ず
る
の
だ
ろ
う
か
？

百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）
は
そ
の
名
の
通
り
100
日
咲
き
つ
づ
け
る

の
か
？

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
本
当
に
お
彼
岸
に
咲
く
の
か
？

秋
に

た
く
さ
ん
い
た
ス
ズ
メ
た
ち
は
冬
に
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
う
の

か
？

見
慣
れ
た
動
植
物
を
詳
し
く
観
察
し
て
み
る
と
、
意
外
な

発
見
に
満
ち
て
い
る
。
ツ
ユ
ク
サ
や
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
よ
う
な
草

花
か
ら
チ
ョ
ウ
や
ツ
バ
メ
、
カ
エ
ル
ま
で
四
季
の
生
き
物
の
素
顔

を
カ
ラ
ー
で
紹
介
。

（
帯
封
か
ら
)

目
次
概
要

•
春

•
初
夏

•
夏

•
秋

•
冬

（
茗
渓
会
事
務
局
)

⽝⽛
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
⽜
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
学
力
向
上
を
図
る
教
育
環
境
の
構
築
⽞

著

者
：
山
崎

保
寿
（
平
成
⚔
年
筑
修
教
）

静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
160
頁

発

行

所
：
学
事
出
版

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚓
月
⚗
日

平
成
29
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
は
、
英
語
教
育
の
早
期
化

や
道
徳
の
教
科
化
と
い
っ
た
内
容
的
変
化
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
テ

ン
ツ
・
ベ
ー
ス
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
へ
の
転
換
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

連
動
的
導
入
な
ど
、
学
校
教
育
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
方
法
的
・
機

能
的
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
は
、
新
学
習

指
導
要
領
の
理
念
で
あ
る
⽛
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
⽜
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
構
築
す
べ
き

か
、
そ
の
条
件
を
学
校
組
織
、
校
内
研
修
、
学
力
向
上
、
地
域
連

携
な
ど
の
視
点
か
ら
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、⽛
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
⽜
と
⽛
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
⽜
と
の
異
同
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
階
層
的
構
造
、
教
育
委
員
会
と

学
校
を
取
り
巻
く
学
力
向
上
施
策
の
多
層
的
位
相
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
学
校
管
理
職
の
役
割
な
ど
に
も

触
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
用
語
解
説
と
し
て
、
新
学
習
指
導
要

領
時
代
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
集
が
収
め
ら
れ
、
教
育
の
変
化

を
的
確
に
つ
か
む
の
に
役
立
つ
。

（
著
者
記
)
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⿆三六会（昭和36年東京教育大学農学部林学科）
と き 平成30年⚖月10日(日)
ところ 柴又帝釈天 川千家
現存者22名の内14名の出席予定でしたが、直前の体調不良で⚙名
の出席となりました。出席者全員80才を超えましたが元気です。来
年も必ず出席する事を誓って会散しました。 （幹事：田村正義)

⿆2018言語ミニ同窓会
と き 平成30年⚖月29日(金)～30日(土)
ところ さぬき倶楽部(港区三田)
昨年は新潟開催だったが、いわゆるドタキャンの不参加というこ

とがあって⚔名の参加に留まった。少々寂しい思いをしたが、今年
は⚖名の参加だった。1960年卒の青木克美氏が⚔月に急逝して同期
生は⚕名となった。青木克美氏の冥福を祈るばかりである。

（岩佐晴夫(1960卒)記)

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆第60回コマベア会
と き 平成30年⚖月23日(土)
ところ 筑波大学東京キャンパス＆近隣レストラン
昭和26年に生まれたコマベア会は、東京農業教育専門学校、東京
教育大学、筑波大学と続く、植物病理学研究室（現植物寄生菌学研
究室）のOB・OGと現役学生・教員が集う同窓会です。60回目、まさ
に還暦を迎えた本会の総会・懇親会には今年も懐かしい面々が集い
旧交を温めました。この絆が末永く続くことを願います。

（文責：岡根 泉)

⿆第11回大塚人文地理学OB会
と き 平成30年⚗月⚑日(日)
ところ アルカディア市ヶ谷(私学会館)
東京文理大学・東京教育大学・筑波大学で人文地理学を学び、大

学その他で研究と教育に携わってきた60歳以上の東京および関東在
住者を中心とした交流会で、21名が参加しました。それぞれが、現
在の取り組みについて熱っぽく語り、楽しい会になりました。

(写真：内山幸久 記：田林 明)

⿆教大体育学部 昭和35年卒 バレーボール部同期の集い
と き 平成30年⚖月25日(月)～26日(火)
ところ 浜名湖かんざんじ温泉⽛時わすれ開華亭⽜
第16回目を迎えた⽛珊瑚会⽜の集いは、宮地、佐藤、下山、松澤、
水口の男性⚕名（男性は全員奥様同伴、うち⚑名はお嬢様も参加）
と、川田（旧姓栗原）の女性⚑名の計12名が参加。全員が元気に集
まれたことに感謝し、夜遅くまで楽しい語らいの時をもちました。
そして、来年の再会を誓い合い散会しました。

（写真：松澤 明、文責：川田節子)

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せください。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。
会の模様を紹介する文章は31文字×⚕行以内で
お願い致します。

⿆漕艇部 昭和59年入学同期会
と き 平成30年⚙月22日(土)～24日(月)
ところ 筑波山ホテル青木屋
卒業30周年を記念してつくばに集まりました。学内の散策、土浦

艇庫跡の見学、筑波山登山、戸田でナックル出艇と、大変懐かしい
ひと時を過ごす事ができました。(幹事：田原俊樹 文：照井宏直)



茗渓1099_P24(追悼録)  Page 1 18/10/05 13:13  v3.40

24



追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

福田 博 17農教 30・7・25
〒629-2244 宮津市江尻465-1 長男 福田 和夫
阪柳 光春 23大植 30・5・17
〒162-0063 新宿区市谷薬王寺町12 妻 阪柳 琴子
稲垣 剛一 23文四 30・4・4
〒939-0341 富山県射水市三ケ上新町1124 長男 稲垣 洋一
大森 義宏 23文四 30・9・10
〒223-0061 横浜市港北区日吉1-9-3 長女 鎌田ひろみ
須田 八郎 24大倫 30・6・24
〒194-0014 町田市高ヶ坂2-25-2 長女 吉野かおる
鈴木卯太郎 24理二 29・4・30
〒410-3514 賀茂郡西伊豆町仁科931 妻 鈴木 ゑい
増田 仁一 25理三 30・7・15
〒427-0113 島田市湯日1306 妻 増田 玲子
黒沢 義 25体 30・2・9
〒356-0007 ふじみ野市北野1-4-21 妻 黒沢 昌子
小貫 拓好 26理四 30・6・16
〒961-0957 白河市道場小路69 妻 小貫久美子
齊藤 定吉 28教大英 30・8・9
〒330-0841 さいたま市大宮区東町1-16-1-301 長女 於保 明子
端山 篤 28教大健 30・6・20
〒182-0033 調布市富士見町4-2-97 妻 端山 純子
岡本 豊 31教大国 30・2・19
〒183-0052 府中市新町2-54-5 長男 岡本 健一
高野 淳 31教大地鉱 30・4・30
〒310-0836 水戸市元吉田町1357-7 妻 高野 律子

茗渓会担当：常務執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  

吉中 宏 32教大法政 30・3・8
〒248-0024 鎌倉市稲村ガ崎5-36-14 妻 吉中 悦子
高橋 稔 32教大心 30・9・5
〒366-0801 深谷市上野台3124-4 長男 高橋 雅夫
石井 弘一 32教大物 30・5・8
〒241-0005 横浜市旭区白根4-28-3-101 長女 佐原 祐子
三村 恵造 32教大化 30・2・21
〒720-0822 福山市川口町2-11-20 妹 岡田 節子
水越 三郎 32教大林 29・8・30
〒192-0916 八王子市みなみ野4-5-11 長女 鈴木 由貴
岡本 彪 32教大体 30・8・2
〒320-0056 宇都宮市戸祭2-6-18 妻 岡本 邦子
横濱 康繼 33教大植 30・8・13
〒173-0035 板橋区大谷口2-3-6 妻 横濱美惠子
狐塚 英隆 36教大健 30・5・12
〒061-1432 恵庭市恵央町13-5 妻 狐塚 弘子
鈴木 寛 36教大健 30・1・2
〒990-2483 山形市上町3-10-23 妻 鈴木 景子
小池 清治 39教大国 30・4・5
〒321-0141 宇都宮市さつき3-19-8 妻 小池眞悠美
室井 光 39教大総農 30・5・19
〒960-8141 福島市渡利字東4-2 妻 室井 房子
向嶋 成美 40教大漢 29・10・17
〒203-0051 東久留米市小山5-1-41 長男 向嶋 景
三枝 康治 48教大倫 30・1・30
〒403-0022 南都留郡西桂町小沼1489 妻 三枝 春美
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訂

正

前
号
（
平
成
30
年
夏
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
25
⽛
追
悼
録
⽜

（
正
)岡
崎
成
美

（
誤
)岡
崎
茂
美

（
正
)釜
森
圭
一

（
誤
)鎌
森
圭
一

（
正
)釜
森
矩
子

（
誤
)鎌
森
矩
子






























































広

報

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す

春
号
に
続
き
⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す
。
筑

波
大
学
の
様
子
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
お
読
み

く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人

柴
田
育
英
会
だ
よ
り

茗
渓
会
元
理
事
長
の
柴
田
周
吉
氏
が
設
立
し
た
柴
田
育
英
会
の

⽛
奨
学
生
懇
談
育
成
会
⽜
が
、
⚙
月
30
日
(日
)に
茗
渓
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
写
真
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
⚔
年
間
あ
ま
り
、
季
刊
誌
⽛
茗
溪
⽜
の
表
紙
に
は
西

川
潔
前
副
理
事
長
撮
影
の
筑
波
大
学
風
景
を
載
せ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
春
号
か
ら
一
新
し
て
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
茗
渓
会
会

員
か
ら
の
写
真
で
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
季

刊
誌
の
表
紙
は
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
位
置
づ
け
、

で
き
れ
ば
全
国
的
広
が
り
を
も
つ
茗
渓
会
組
織
を
、
そ
こ
で
表
現

で
き
な
い
か
と
、
関
係
者
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
実

現
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
富
山
茗
渓
会
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

25

平
成
30
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

瑞
宝
中
綬
章

金
丸

忠
義

37
教
大
数

(熊

本
)

瑞
宝
小
綬
章

磯
部

一
洋

43
教
大
地
・
45
院
修
地

(茨

城
)

根
岸

博

25
理
三

(埼

玉
)

八
木

義
雄

34
教
大
国

(静

岡
)

高
田

善
明

43
教
大
特
教

(滋

賀
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
































平
成
30
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

追

記

敬
称
略

編
集
後
記

今
年
の
夏
は
各
地
で
暴
風
雨
、
地
震
な
ど
に
起
因
す
る
自
然
災

害
が
多
発
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
本
号
で
は
、
⚗
月
22
日
に
行
わ
れ
た
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶

楽
部
発
会
式
⽜
を
特
集
し
ま
し
た
。
母
校
の
東
京
高
等
師
範
学

校
～
東
京
文
理
科
大
学
～
東
京
教
育
大
学
～
総
合
大
学
と
し
て

の
筑
波
大
学
へ
の
変
遷
に
伴
い
、
同
窓
会
と
し
て
の
茗
渓
会
も

産
業
人
と
い
う
新
た
な
視
点
を
明
確
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
産
業
人
倶
楽
部
の
活
動
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇
今
年
も
こ
の
一
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
ご
遺
族
の
ご

参
加
を
い
た
だ
い
て
⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
お
話
が
い
つ
も
印
象
に
残
り
ま
す
。

表
紙
の
言
葉

富
山
茗
渓
会

赤
川
雅
和

こ
の
春
の
退
職
ま
で
、
42
年
間
に
県
内
⚙
つ
の
学
校
に
勤

務
し
た
。
そ
の
全
て
が
〝
富
山
〟
県
の
名
に
違
わ
ず
、
校
歌

に
山
々
を
詠
み
込
ん
で
い
た

⽛
朝
日
に
匂
う
太
刀
の
峰

雲
居
は
る
か
に
青
春
の
⽜（
滑
川
高
校
）、⽛
朝
日
影
空
に
満
ち

ア
ル
プ
ス
明
か
し
雪
は
燃
ゆ
⽜（
魚
津
高
校
）、⽛
若
き
あ
こ
が

れ
に
瞳
は
も
え
て

仰
ぐ
立
山
新
雪
匂
う
⽜（
富
山
中
部
高

校
）、
等
々
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
富
山
の
若
者
は
、
日
本

海
に
向
か
っ
て
飛
翔
す
る
蝶
の
形
を
縁
ど
る
⚓
千
メ
ー
ト
ル

級
の
山
々
を
日
々
仰
ぎ
、
そ
の
雄
々
し
さ
を
心
に
刻
み
つ
つ

育
つ

写
真
は
、
水
橋
高
校
の
屋
上
か
ら
撮
影
し
た
も
の
。

右
か
ら
大
日
岳
、
奥
大
日
岳
、
剣
御
前
山
、
そ
し
て
剣
岳
と

続
く
。
立
山
連
峰
の
岳
岳
た
る
姿
が
最
も
美
し
く
感
じ
ら
れ

る
地
点
で
あ
る
。
水
橋
高
校
は
、
県
内
唯
一
の
体
育
コ
ー
ス

を
擁
す
る
普
通
科
校
と
し
て
昭
和
58
年
に
開
校
さ
れ
た
。
サ

ッ
カ
ー
、
カ
ヌ
ー
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
陸
上
部
が

全
国
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
し
て
い
る

残
念
な
が
ら
、
少

子
化
の
流
れ
の
中
で
、
来
年
度
で
募
集
を
停
止
し
、
隣
接
の

富
山
北
部
高
校
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
の

山
々
に
見
守
ら
れ
た
豊
か
な
環
境
の
中
で
、生
徒
た
ち
と⽛
銀

嶺
の
放
つ
光
は

地
に
満
ち
て
⽜
と
謳
っ
た
こ
と
が
懐
か
し

く
慕
わ
し
い
。

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室    https://www.fxc.jp/

当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

第
⚖
回
東
京
茗
渓
会

総
会
・
講
演
会
・
交
流
会

日

時
：
12
月
⚒
日
(日
)14
時
～
18
時
30
分

場

所
：
茗
渓
会
館

•
第
一
部

総

会

14
時
～

（
⚔
階
新
泉
・
筑
波
の
間
)

•
第
二
部

講
演
会

15
時
～

講

師

小
林

千
洋
さ
ん

真
田

久
さ
ん

⽛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
茗
渓
人
⽜

今
回
の
講
演
会
は
お
二
人
に
対
談
形
式
に

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

•
第
三
部

交
流
会

16
時
30
分
～
18
時
30
分

（
⚒
階
茗
渓
の
間
)

⚑
⚑
⚐
⚐
・
正
月
号
は

平
成
31
年
⚑
月
15
日
発
行
予
定
で
す
。
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桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 畑山 浩昭
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）広告を募集しています。

事務局までご相談ください。

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所

茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  6,200  休前日￥  7,200
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東 京 都 新 宿 区 新 宿 6 - 3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606

Y O U
ENERGY SAVING SYSTEM  FOR 

熱エネルギーの有効利用

1

排熱 & 未利用エネルギー

省エネ実現

MAKE THE MOST OUT
OF 

YOUR WASTE HEAT

http://www.osaka-techno.com

TEL: 03-5256-8261

省エネ計画



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆�国際バカロレア（IB）認定校です�
2017 年 4 月から IBDP課程開始

◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

2019 年度 茗溪学園入学試験日程
中学グローバルコース入試
　専願11月30日（金）、併願1月13日（日）
中学推薦入試・帰国生入試　12月15日（土）
中学英語資格入試（新設）
　第1回12月15日（土）、第2回1月13日（日）
中学一般入試
　第1回1月13日（日）、第2回1月26日（土）
高校帰国生特別選抜
　第1回11月30日（金）、第2回12月15日（土）
高校推薦入試　1月9日（水）
高校一般入試　1月26日（土）
高校IB入試（専願・IBDPコース）1月26日（土）
（詳細はホームページなどでご確認ください）


